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社会福祉法人 二 葉 保 育 園 

平成２３年度 法人本部 事業報告 

 

１．本部の運営ならびに事業の状況 

（１）新３か年計画の一年目の取り組みについて 

   平成２３年度は新３カ年計画を立案して新たな計画の元、中期計画の実現に向けて

実行した年度です。２年前に東京都より運営受託した二葉むさしが丘学園の運営定着

を図るとともに、法人の規模は財務、人事共に大きな組織となりました。今後は、事

業所施設の改築を成功させるとともにそのため、円滑な事業運営および法人経営力の

定着化を図ることに取り組んだ年度であった。 

 

（２）各施設の改築に向けて検討実施 

法人内で設置した改築検討委員会で検討しながら二葉学園、二葉南元保育園(本部を 

含む)、二葉くすのき保育園、二葉むさしが丘学園の改築計画や実施に向けて取り組み

ました。改築検討委員会は平成２３年４月５日に第七回委員会を開催し、同年６月、

８月、１０月、１１月、平成２４年１月、３月と計６回の検討委員会を開催し改築検

討を行った。検討会で検討した内容は理事会・評議員会において報告し、事業所任せ

でなく法人全体の推進体制を図った。 

 

（３）法人経営力の定着及び強化 

①課題別委員会の設置と運営 

法人として抱える課題に応じて委員会を立ち上げ、法人としての取り組みの方向性、 

法人内合意事項の形成と整備を促進し、課題の内容と取り組みの経緯が明らかになる 

ように取り組んできた。 

ア）法人としてのリスクマネジメントの取り組み 

課題別委員会の設置に関連して、法人としてのリスクマネジメント委員会の機 

能の充実を図った。施設ごとに取組みを収斂する機能を整備、確立して、法人 

としてのリスクマネジメントの仕組み作りやリスクレベルの評価基準の策定を 

実施した。法人としての規定づくりに着手した。 

イ）広報活動の強化と二葉支援の会運営の充実 

法人の広報媒体として重要な役割を担うホームページの内容充実と併せて、平 

成２０年度に再発足した「二葉支援の会」を充実、発展するよう会員数の増大、 

会報の内容の充実に努めた。支援の会や寄付金集約の取り組みが不十分であり 

今後最も力を注がなければならない。 
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   ウ）職員のメンタルヘルスケアの取り組み 

     今年度から取り組んだ課題であり、各事業所ごとの実態調査を行うことから開 

始した。各事業所ごとにその分析を行い今後の対策に役立てることとした。 

   エ）職員の採用と育成の強化 

現在から未来を担う人材を確保し育成するために、採用から育成までを一貫と 

した取り組みを行うことを目的に職員育成・研修委員会を開催しそのあり方を検 

討してきた。 

研修についてはそれぞれの施設種別に即した内容や法人として統一した研修の 

実践に取り組むとともに、今後は、法人が求める人材育成の方針を確立していく 

必要がある。 

  ②事務局職員の定着 

     以前から法人事務局職員の定着が課題であり、長期的に関われる存在として 

職員採用したものの、結果的には今年度においても年度末退職となってしまっ 

た。今後の課題である。 

 

２．理事、監事、評議員 

今年度の理事、監事、評議員は次の通りです。(敬称は略させていただきます。) 

理 事 長  遠藤 久江 

常務理事  武藤 素明 

理  事  河津 英彦、網野 武博、押切 重洋、福田 敏朗 

監  事  園  武友、三田 則行、 

      〈退任〉三田 則行 平成２４年１月２０日 退任 

      〈新任〉乾川日出夫 平成２４年 1 月２１日 就任 

評 議 員  遠藤 久江、武藤 素明、河津 英彦、網野 武博、押切 重洋 

      福田 敏朗、堀越 信子、鈴木 美邦、磯谷 文明、織田 信行 

      市東 和子、金子 良江 

      〈退任〉武藤 素明 平成２４年１月２０日 退任 

〈新任〉三田 則行 平成２４年１月２１日 就任 

 

 

３．理事会の開催状況 

  第１回 平成２３年５月２４日（火） 

     議 事 

     第１号議案 平成２２年度事業報告(案)ならびに決算報告書(案)に関する件 

     第２号議案 二葉学園処務規定の改正（案）に関する件 

     第３号議案 二葉くすのき保育園第三者委員（案）選任の件 
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     報告事項 

１． 改築検討委員会の進捗状況について 

２． その他 

① 二葉むさしが丘学園の職員問題 

 

  第２回 平成２３年９月８日（木） 

     議 事 

     第１号議案 二葉学園の基本財産である土地を分筆することに関する件 

     第２号議案 二葉学園の基本財産処分と定款変更許可に関する件 

     第３号議案 二葉学園借入金返済に伴う第一次補正予算（案）に関する件 

     報告事項 

１． 改築検討委員会報告 

 

  第３回 平成２３年１０月２１日（金） 

     議 事 

     第１号議案 第二次補正予算に関する件 

     第２号議案 二葉南元保育園改築に関する件 

     第３号議案 二葉むさしが丘学園改築に関する件 

     報告事項 

１． 二葉学園の改築の進捗状況について 

２． その他 

① 平成２３年度東京都査察指導状況報告 

② 改築に関しての業務体制について 

 （武藤常務理事の統括園長、常務理事専任について） 

③ 二葉むさしが丘学園のＡ職員の個人加入の労働組合加入と話し合いに

ついて 

④ 二葉南元保育園における誤飲問題について 

 

第４回 平成２４年１月２６日（木） 

   議 事 

   第１号議案 平成２３年度第三次補正予算(案)に関する件 

   第２号議案 二葉学園改築に関する件 

   第３号議案 社会福祉法人二葉保育園定款変更に関する件 

   第４号議案 基本財産処分に関する件 

   第５号議案 二葉学園の土地交換に関する件 

   第６号議案 常務理事、二葉学園・くすのき二葉保育園園長人事に関する件 
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   第７号議案 社会福祉法人二葉保育園定款細則決済専決事項関する件 

   第８議案号 二葉学園、二葉むさしが丘学園処務規定に関する件 

   第９号議案 監事、評議員の選任に関する件 

   報告事項 

１． 社会福祉法人二葉保育園改築検討委員会報告 

２． その他 

① 平成２３年９月実施の東京都指導監査文章指摘事項の改善について 

② ふたばふらっとホーム事業の報告 

 

   第５回 平成２３年３月２４日（土） 

議 事 

      第１号議案 平成２３年度第四次補正予算(案)に関する件 

      第２号議案 平成２４年度歳入歳出予算書(案)に関する件 

      第３号議案 平成２４年度事業計画（案）に関する件 

      第４号議案 苦情解決第三者委員に関する件 

      第５号議案 社会福祉法人二葉保育園定款細則事案決裁専決事項に関する件 

      第６号議案 社会福祉法人二葉保育園常務理事報酬至急内規に関する件 

      第７号議案 二葉学園、二葉むさしが丘学園処務規定に関する件 

      第８号議案 二葉学園の改築に関する工事請負契約方法に関する件 

      報告事項 

１． 第１３回改築検討委員会報告 

２． 平成２４年度会議等予定について 

３． 事務局退任、新任あいさつ 

 

 

４．評議員会の開催状況 

 第１回 平成２３年５月２４日（火） 

     議 事 

     第１号議案 平成２２年度事業報告(案)ならびに決算報告書(案)に関する件 

     第２号議案 二葉くすのき保育園第三者委員（案）選任の件 

     報告事項 

１．改築検討委員会の進捗状況について 

２．その他 

①二葉むさしが丘学園の職員問題 

 

  第２回 平成２３年９月８日（木） 
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     議 事 

     第１号議案 二葉学園の基本財産である土地を分筆することに関する件 

     第２号議案 二葉学園の基本財産処分と定款変更許可に関する件 

     第３号議案 二葉学園借入金返済に伴う第一次補正予算（案）に関する件 

     報告事項 

①改築検討委員会報告 

 

 

  第３回 平成２３年１０月２１日（金） 

     議 事 

     第１号議案 平成２３年度第二次補正予算に関する件 

     第２号議案 二葉南元保育園改築に関する件 

     第３号議案 二葉むさしが丘学園改築に関する件 

     報告事項 

１． 二葉学園の改築の進捗状況について 

２． その他 

① 平成２３年度東京都査察指導状況報告 

② 改築に関しての業務体制について 

（武藤常務理事の統括園長、常務理事専任について） 

③ 二葉むさしが丘学園の秋山職員の個人加入の労働組合加入と話し合い

について 

④ 二葉南元保育園における誤飲問題について 

 

第４回 平成２４年１月２６日（木） 

   議 事 

   第１号議案 平成２３年度第三次補正予算(案)に関する件 

   第２号議案 二葉学園改築に関する件 

   第３号議案 社会福祉法人二葉保育園定款変更に関する件 

   第４号議案 基本財産処分に関する件 

   第５号議案 二葉学園の土地交換に関する件 

   第６号議案 常務理事、二葉学園・くすのき二葉保育園園長人事に関する件 

   第８議案号 二葉学園、二葉むさしが丘学園処務規定に関する件 

   第９号議案 監事、評議員の選任に関する件 

   報告事項 

１． 社会福祉法人二葉保育園改築検討委員会報告 

２． その他 
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① 平成２３年９月実施の東京都指導監査文章指摘事項の改善について 

② ふたばふらっとホーム事業の報告 

 

   第５回 平成２４年３月２４日（土） 

議 事 

      第１号議案 平成２３年度第四次補正予算(案)に関する件 

      第２号議案 平成２４年度歳入歳出予算書(案)に関する件 

      第３号議案 平成２４年度事業計画（案）に関する件 

      第５号議案 社会福祉法人二葉保育園定款細則事案決裁専決事項に関する件 

      第６号議案 社会福祉法人二葉保育園常務理事報酬至急内規に関する件 

      報告事項 

      １．第１３回改築検討委員会報告 

      ２．平成２４年度会議等予定について 

      ３．事務局退任、新任あいさつ 

 

５．職員内訳 

   二葉むさしが丘学園の職員採用に伴い法人の職員数が増大しました。障害者雇用に

ついては引き続き職場環境、雇用機会の創出に努め、法的ならびに社会的責任は履行

しなければなりません。平成２４年３月３１日現在の在籍職員内訳は以下の通りです。 

 

常勤職員   非常勤職員   事業所計 

   法人本部           １人     ２人      ３人 

   二葉乳児院         ４３人    ２４人     ６７人 

   二葉学園          ３６人    ３０人     ６６人 

   二葉南元保育園       ２０人     7 人     ２７人 

   二葉くすのき保育園     ２２人    １４人     ３６人 

   二葉むさしが丘学園     ３９人     ５人     ４４人                         

     法人合計       １６１人    ８２人    ２４３人 

 

（平成２４年３月３１日現在在籍職員、嘱託医は含めず） 
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平成２３年度 二葉乳児院 事業報告 

１． 二葉乳児院をめぐる概況 

   平成２３年度は定員４０名で暫定がない状況で始まった。入所退所が頻繁にあり、

入所定員においても次年度（平成２４年度）も暫定定員ではない状況になった。（平均

して 91％の入所率）そういった意味では、入所退所が頻繁にある状況でもあった。小

規模グループケア事業として建物の 3 階部分を改築し、「くじらホーム」として６歳児

までケアできる環境を作った。１年目の取り組みとして、家庭復帰の予定の子どもの

支援や児童養護施設への措置変更を行う等対応出来たことで、各児童相談所との協同

連携につながったと認識している。 

乳児院の歴史上初めてという職員の出産ラッシュを迎え、（里親支援機関事業 1 名、

保育士 5 名、家庭支援専門相談員 1 名、調理師 1 名）合計 8 名の職員が出産を終えた。

職員の勤務体制づくりについて、夜勤免除などから、早々に代替職員採用を行うなど、

在職の職員の負担感もありながら無事対応することが出来た。 

児童支援の充実のため、保育内容の点検を６グループに分けて取り組んできた、少

人数で話し合いを重ねる中で、職員相互理解も進み、他業種や同業種の理解につなが

った。また、平成 23 年度から本格実施した里親支援機関事業については、モデル実施

の期間も含めて３年目を迎え、担当者も変更になった年であったが、他の委託機関と

連携して取組む事ができた。さらに、「地域子育て支援センター二葉」での、新たな取

り組みである新宿区との協働事業のホームスタート事業は、初年度１３人のボランテ

ィア（ビジター）を養成して、２０家庭の訪問を行った。 

 

（１） 会議運営の組織化を実現する 

クラス会議（カリキュラム会議）を中心にして、保育会議、リーダー（勤務表）会

議を経て主任・院長会議を行い、職員会議（開催月でなければ、職員打ち合わせ会議）

という流れを確立して、どこの時点で何を提案していけばよいかといったこと整理し、

スムーズな運営が図られるようになった。主任やリーダー間においてスムーズなコミ

ュニケーションを行う中で、職員間においても日常的に相談、報告を行うようになっ

た。リーダー（勤務表）会議の議事を、翌日配布にするなど、情報の共有を早めるよ

う努めた。 

 

（２） 保育の充実 

   保育主任から気付いた事をメモでニュースのようにして出し、今まで大事にしてき

た事項を後輩に伝えることを重要視し取り組んだ。また、地域子育て支援センターも

含んだ 6 班の班分けを活用し研修旅行を取り入れた相互議論の場を設けた。６班のう

ち、３班は同業種の関西地方の乳児院、児童養護施設への見学と意見交換を行った。
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後の３班は、近郊で子ども子育てに関する支援について、又自身を振り返るセラピー

を学ぶなど、テーマを掲げて取り組んだ。とても刺激を受け、次年度はどこに訪問す

るかなど、よき学びになっている。 

建物の３階の一部を改修し小規模グループケアとしての「くじらホーム」として独

立して生活することとした。施設全体に対して、「くじらホーム通信」という新聞を発

行し取り組みの全体化に努めた。生活を作る為に、宿直明けの職員が朝食を作るなど、

徐々にホームとしての独立した動きを作ってきている。 

また、保育の充実のため、年度を通じて、産休・育休の職員が８名居た事から、代

替職員を入れて全員で勤務を乗り越えるよう努力した。合わせて新人職員も 4 名いた

中では、特に年度当初の夜勤体制を作るのに苦労したが、全職員のカバーにより乗り

越えた。また、ショートステイ事業の外出しを始める予定であったが、勤務体制の兼

ね合いから次年度以降検討することとした。 

 

（３） 地域活動の運営の安定化 

新宿区との協働事業として「ホームスタート事業」を展開した。５月から７月まで

にボランティア養成の為の講座を開き、１５名受講し１２名がホームビジターに登録

をした。３０家庭の申し出があり、２０家庭に訪問を行った。（詳細は、別紙）オーガ

ナイザーを役割としてひろばの職員が担当し、地域での訪問事業を展開していった。

その為の職員育成に当たって研修を受講した。 

また、ショートステイ事業は、特に１２月以降に０歳児の依頼が多くあり、乳児院

の入所状況も多くある中で定員４名枠というのを守れずお断りする事があり、契約の

あり方や内容において反省すべき点があった。別部屋対応というひろばを活用してシ

ョートステイ事業の取り組みを試験的に行う計画が出来ずに終わってしまった。引き

続き内容の充実をはかり、事業の安定とサービス提供の質の確保に努めることとした

い。ショートステイ事業における新宿区のショートステイ協力家庭の養成やマッチン

グなども積極的に地域子育て支援センターとして取り組んだ。運営面で独立して行え

るように費用面と合わせて考慮していけるように次年度に向けて話し合いを持ってい

るところである。 

 

（４） 財政基盤の確立 

   広報物を通じてのご寄付の要請を行い寄付金として７０万円あった。乳児院の協賛

者の方からの寄付について、今後も引き続きお願いをしていくか等について検討の時

期に来ている。また、大口の寄附でＢＧＣ証券から前年度分として４２７万円の寄附

を頂いた。丸井福祉会様から１５万円ほどの予算で、テレビ、散歩車を頂いた。新宿

ライオンズクラブ様から１０万円のご寄附を頂いたりと、例年乳児院に対してご寄付

を頂くところはある。この関係性は今後も大切にしたい。 
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２．児童定員  40 名（暫定定員 40 名） 

（1）所理由別数（単位：人） 
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暴
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年

未
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虐
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父

又

は

母

の

疾

病 

次

子

出

産 

家

族

の

入

院

付

添 

そ

の

他 

計 

平成19年度 2 1  1  4   1 6 16 2 1  34 

平成20年度 2 1    3 2 1  15 17 1 2 3 47 

平成21年度  3   1 2   2 11 20 1   40 

平成22年度    1  1 2  1 11 9 1   26 

平成23年度    1  1  1 1 7 13 1  4 29 

 

（2）初め人数（単位：人） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

33 32 30 32 35 36 37 36 38 39 37 40 448 

本年度は、割愛はなかった。 

一時保護委託は、4 名延べ日数は、120 日であった。後に入所承諾。 

 

（3）退所児童年齢／理由別数 

   親元引取 り         他   計 

  病気

回復 

結

婚・

再

婚・

復縁 

次子

出産 

保育

園等

入園 

本国

へ帰

国 

親戚

援助 

その

他 

計 養育

家庭 

養子

縁組 

計 児童

養護

施設 

母子

生活

支援

施設 

乳児

院・

障害

施設 

等 

計  

1歳未 満 3      3 6   0    0 6 

2歳未 満 2   2   3 7  2 2    0 9 

3歳未 満 1   2   1 4 1  1 5   5 10 

4歳未 満    1    1   0 4   4 5 

計  6 0 0 5 0 0 7 18 1 2 3 9 0 0 9 30 
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3．職員 

   院 長 1 名、事務員 1 名、看護師７名、保育士 2４名、保育補助７名、 

   栄養士 3 名、調理員４名、家庭支援専門相談員 3 名、 心理療法担当 1 名、 

   地域活動ワーカー（含む保育士）9 名、里親支援機関事業里親委託等推進員 2 名 

洗濯など４名、嘱託小児科医師 1 名 

合計 67 名 （常勤 43 名、非常勤 24 名）   ＊産休代替職員 9 名含む 

 

4．運営 

   乳児院の運営管理を円滑に行うために以下の会議を開催する。 

   職員会議か職員打ち合わせ会  毎月 1 回（18 日前後）、 

主任会議・責任者会議     毎月 1 回（15 日前後）、 

   個別養育計画検討会議     毎月 1 回（月初め）、 

カリキュラム会議       毎月１回（月末）、 

   勤務表会議（リーダー会）   毎月 1 回（主任･院長会議前）、  

調理会議及び献立会議     毎月 1 回（定期化せず）、 

   その他業務分担ごとの会議開催。ひろば運営会議とひろば会議も行った。 

  

５．子どもの権利擁護 

（1）乳児院の権利擁護および処遇向上のために、第三者サービス評価を株式会社サン

シャインにお願いした。保護者からの回答が少なく１３名分に留まった。また、保護

者からの回答では、児童相談所に対する苦情が出されていた。 

第三者による場面面接では、行事のときに限られてきているので、次回からは、保

育の場面を見ていただくようにしたい。 

  ＊特によいと思う点（３点） 

   ・積極的な地域貢献とボランティア育成 

   ・「子どもを第一に」考え、子どもの心身と社会性の発達に向けた支援の実践 

   ・社会・家庭という大海に泳ぎだす準備「くじらホーム」 

  ＊さらなる改善が望まれる点（３点） 

   ・個人情報保護の方針明示を期待する 

・様々な保護者に理解される丁寧な取り組み 

   ・様々な観点から記載している記録の整理・活用に期待 

 

（2）利用者からの苦情解決を受け付けるようにしているが、今年度は保護者等からの

苦情は出されていない。また、第三者委員会の方を招いて二葉乳児院の現状を理解し

ていただくとともに意見をいただくために職員打合せ会議に参加していただいた。（年

に 1 回） 
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（3）保育内容については、６班による小集団にて、自分たちで掲げたテーマの施設を

訪問する事により職員個々の目的や意識を共有するために、日々の保育を考える機会

とした。乳児院勤務が始めての新任職員や、産休育休代替職員が多かった事からも、

クラス単位で新任職員を育てるようにした。 

 

（4）子どもの権利を十分に保障するために、乳児院の処遇職員、地域支援のひろば職

員も含めて自己点検表を活用し点検実施する中で、子どもを尊重する生活を確立する

よう努力した。（年度末 1 月実施） 

 

（5）入所に際し、説明を行う中で「二葉乳児院の御案内」を保護者に示しながら話を 

進めた。 

面会の仕方や引取りの時期など、入所の段階で保護者等に徹底するよう話し合いを重 

要視した。 

 

6．保育内容 

（1）一人ひとりの発達に応じて心理療法担当・家庭支援専門相談員と協議し、ケース

の自立支援計画を立て、その上で個別養育計画を作成し、実施するようにした。又、

日々の成長が著しく早い乳児に対して、その成長の度合いを保護者に即伝えるように，

1 週間毎の成長を事務所職員と保育現場担当者とで共有できるように取り組んだ。 

また、子どもの関わりにおいて、気になるケースについてケースカンファレンス（年

10 回開催）の中で小児精神科医の助言も得ながら実施した。クラス職員のほとんどが

参加して意見を頂き、又意見交換を行うことで保育者としての力量が付くようになっ

た。新たな取り組みとして、クラス運営のあり方、職員間の関わりの統一性や連携に

ついても意見をもらう取り組みを行った。（くじらホームの実践） 

 

（2）子どもと担当保育士との個別的な関係を深めるにあたり、親子ルームを活用して

の宿泊や、自宅に連れて行っての体験など（1 名）実施した。また、里親さんの関わり

について、クラスの担当者とＦＳＷと里親さんの三者における連絡質問表を作成して、

小さな質問や疑問等にもお応えしていくよう心がけた。 

 

（3）毎月 1 回の院外保育、夏季保育など子どもの社会性を伸ばす取り組みを積極的に

行った。年間外出計画を全体に提示し計画的に実施した。夏期保育も 2 泊で実施する

ところが 2 クラスあった。 

 

（4）ひよこクラスの入り口の台など、児童居室での小グループの生活が安定するよう
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に生活環境を工夫し改善した。年間を通じての大きな行事などでは職員が協力して取

り組みを行い、季節の行事や成長を祝うものは記録に留め、生活や成長を十分に感じ

られるアルバム作りを行った。クリスマス会は長年取り組んだ職員が退職した後であ

ったが、伝統を継続しながら若手の職員で取り組めた。 

 

（5）アフターケアについては、家庭に帰った子どもには、その後の連絡を受ける中で

の対応を行い、（こちらから電話にて連絡を入れる時もある）児童養護施設に措置変更

された子どもたちには、原則的に 1 年間の交流を行なって来た。アフターケアについ

ても勤務の上で保障し取り組んできた。特別養子縁組里親のケースで、児童相談所と

里親さんと施設側の三者で話し合いを持った。 

 

7．年間行事計画 

毎月の誕生日会、院外保育の他に季節行事を以下のように行う。 

   4 月   イースター       11 月   七五三のお祝い 

   5 月   子どもの日       12 月   クリスマス 

   6 月   花の日（信濃町教会）   1 月   お正月 

   7 月   七夕まつり        2 月   節分 

   8 月   夏季保育         3 月   ひな祭、たんぽぽ会  

   10 月   どんぐり会 

   ＊その他、企業さんの外出企画として、ジムワークとランチ（７月） 

サンタプレゼント（CAP，セールスフォースドットコム） 

    BGC 証券株式会社への職場訪問（くじらホーム） 

 

8．食生活 

厨房横の狭い庭で、野菜を栽培してこどもたちが野菜に触れるようにした。クラスで

も、院庭に面してトマトを植えたり、ゴーヤで緑のカーテンを作ったりした。 

病児食の内容を検討して、改善に向けて取り組んだ。今までメニューが固まっていた

のを、何日か続いた時の為にも食が進むような工夫を行った。 

小規模グループケアの取り組みについても別途計画を立てながら進めていく予定であ

ったが、大きく取り組めずにいた。特にくじらホームでは、朝食について職員の手で調

理をするようにした。 

 

9．医 療 

入所打診の段階から、サマリーのお願いや、予防接種の状況、アレルギーの有無など、

児童相談所から事前に健康面の詳しい情報を聴くことにより、院内での病児対応に活か

すようにした。 
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看護師会議での提案を受けながら、院内での看護について改善を行った。感染症対策

マニュアルについては整備するなど児童の健康維持を図るために日常生活できめ細かに

配慮した。入院する児童が平成 21 年度については 48 名いたが、平成 22 年度が 13 名と

大幅に減ったが、平成 23 年度はさらに減って 10 名となった。 

 

10．家庭支援の充実 

家庭支援専門相談員の職務は、自立支援計画策定、保護者の相談、こどもとの交流、

ケースカンファレンスなど幅広くあり、今年度は月平均 350 件ほどの対応（電話、面会）

を行っている。又、児童相談所との家庭訪問の同行などもあり、２名体制でも大変な業

務になっている。特に虐待の疑いで入所してきた保護者の対応では、言動についても、

対応についてもより気をつける部分が必要になり苦慮している。 

里親委託に向けても、より丁寧に行う中で、半年を越える交流の末、委託にならない

ケースなどがあり、里親委託の難しさを痛感している。家庭関係や委託状況などをケー

ス全体の動きの確認をするために月に 2 度会議の中で取り上げてきた。 

 

11．心理療法担当について 

家庭支援専門相談員と協働で、特に関わりの難しい保護者との定期的な面接、子ども

とのプレイセラピー、子どもの発達検査など、多岐にわたる業務を行っている。ほぼ、

毎月来院される児童精神科医との連絡及びケースカンファレンスを重視し開催した。個

別養育計画会議への参加、保育士への助言などにより個別処遇の充実を図った。 

 

12．職員研修 

法人全体の研修のあり方も含めて点検を行い、外部の研修へ参加していくものと各施

設で行う研修に参加する事など分けて実施している。従来の関係機関が主催する対外的

研修については、職員の希望を聞きながら派遣した。職員個人として自主的参加希望の

研修も多いので、情報提供を行う中で参加を呼びかけた。研修を通して全体のスキルア

ップを図ったものの研修結果を全体へ報告する機会を持てずにいたので、反省点として

挙げておく。 

また、東京都福祉人材センターに委託された単年度事業の資質向上のための研修を通

じ、8 名の職員が参加して報告を挙げた。乳児院や関連施設に派遣して行く職員を募集し

たが、乳児院の状況により参加できなかった。但し、他の乳児院からの実習は 2 箇所か

ら受け入れた。 

4 名の新任職員に対しては、1 年間を通じてスキルアップを行うように、配置クラスに

て責任者を決めてＯＪＴ研修方式をとり職員育成を行った。年間の研修計画を設けて取

り組んだ。 
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13．防災 

本年度も、月 1 回の防災訓練を実施した。すでに火災･震災･洪水なども含めて総合的

に防災体制が完備しているが、それを踏まえて平成 23 年度も総合訓練を実施した。訓練

の時間帯をバラエティに取り揃え、入浴時間帯や予期せぬ時間帯で取り組むことも実施。

救命講習も行い、110 番通報の訓練や消防訓練を行った。 

  防災管理者の資格について施設長のほかに１名が講習会に参加し取得した。大震災以

後の取り組みとして、食料品や飲料水、救急用品等の備蓄の点検を行った。3・11 大震災

以降、飲料水の心配があった時には、全国各地から飲料水を送っていただき、大変助か

った。都内の 23 区内乳児院においては、飲料水の取り扱いについて話し合い 6 月から水

道水の使用に至った。 

 

14．事故防止および防犯などの安全対策 

日常的に地域の情報などを入手し、周囲の状況について注意を怠らず、何かあれば連

絡しあい、防犯体制を敷く。不審者がいた場合に、すぐに緊急通報が出来るように徹底

する。 

2 月に児童相談所に子どもを拉致されたという親御さんが乳児院に入り込むというこ

とがあり、より外部入室管理を徹底をすることにした。又、その間のやり取りも含めて

職員に徹底を図った。その後、前の公園から乳児院を見ている方が居て、話を伺うと児

童相談所に引き上げられた祖父という方であった。乳児院名秘匿で入所措置になるケー

スも多くなっている。 

子どもたちの院内の事故防止については、マニュアルに基づいて建物を点検し、事故

防止を徹底した。事故報告に基づいて各クラス単位で事故の時間帯や、どういった事故

が何を誘因として起こっているのかの点検作業を引き続き行い、より安全で安心できる

環境つくりを推進した。子ども間の噛み付きや転んだりということの乳児院特有のケガ

を事故報告とするのかヒヤリハットとするのかなど職員会議の中で話ができたのは自己

防止や職員間連携にとって効果的であった。 

 

15．「地域子育て支援事業」・「子どもショ－トステイ事業」「ホームスタート事業の実施」  

新宿区の「地域子育て支援事業と子どもショートステイ事業」、中央区の[子どもショー

トステイ事業」、墨田区の「子どもショートステイ事業」を行なっている。入所につなが

るケースや、突然の依頼などがあった。各区との積極的な交流や情報交換を行なう中で、

地域福祉の支援を行うことに意義があるので、全体に明らかにしながら取り組んでいる。 

特に新宿区の 4 名枠については、別立て事業として実施することがスタート時の約束

事であった事からも、別立てを考えるようモデル実施を試みたが、体制面などで出来ず

に終わり、次年度の課題になっている。特に０歳児の依頼が例年多くなることから、対
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応を考える年であった。 

『地域子育て支援事業』では、利用者のニーズを調査して必要に応じて取り組めるよ

うにした。ひろば会議を定期的に開催する中で、それぞれの職員配置を考えながら自主

性を持たせるように行った。新たに始まった「ホームスタート事業」については、新宿

区との協働事業として取り組んだ。（別紙参照） 

 

16．広報活動 

ホームページ作成は更新を月に一度行うなど軌道に乗った。「二葉乳児院便り」を発行

した。乳児院の社会的な役割について発題する機会があれば、積極的に受けていくよう

にした。各役割の職員が（特に、地域子育て支援センターの職員を中心に）地域社会の

子育て支援の会合に参加し連携を強化した。 

 

17．ボランティア活動 

多様なボランティアを受け入れ、活動を継続している。随時、ボランティア説明会を

開催し、子どもたちの生活に関わるものや、様々な支援をしていただくための下支えと

なるよう協力していただくようにした。積極的に企業ボランティアを受けている中から

生れた関係性を大切にしていくようにした。例年６月に開催する、ボランティア懇談会

でご意見を伺う機会があるが、各自の取り組みの報告のみで終わってしまっている。 

 

18．実習生 

例年通り受け入れるが、実習内容については施設への理解を深めるために、家庭関係、

心理、地域活動などの領域についても理解できるように内容を組み立てた。ひろばでの

実習希望者も受け入れていった。保育士実習と社会福祉士実習と 2 パターンあるが、そ

れとは違う地域支援といった実習もあった。子どもの生活に影響のないようにカリキュ

ラムを組んでいく。慶応義塾大学の研修医のカリキュラムとして 2 日間の乳児院実習も

受け入れた。ほか、保育士養成専門学校 11 校 18 名、短期大学保育士養成校 11 校 22 名、

大学 19 校 35 名（41 校、75 名）社会福祉士、コミュニティー学科系大学 3 大学、8 名） 

 

19．二葉里親会への支援 

里親支援活動として、二葉里親会との関係性を継続しているが、今年度は具体的な動

きはなかった。北区のほうで里親支援を行っていた絆の会の野口氏から会を解散する旨

の報告を受けて、何かあったら二葉の方でお願いしたいといったことを引き継いだ。里

親支援機関事業として、2 階のひろばを活用して養子縁組里親のサロンを開催した。 
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平成２３年度 二葉学園 事業報告 

１．概況 

 本園３ホーム分園６ホーム、合計９ホームによる本園を拠点とする「地域分散型児童養

護施設」としての家庭的養護実践を通じ、入所児童は全般的には安定した生活を送ること

が出来た一年であった。学校への登校意欲が旺盛で皆勤賞（無遅刻・無欠席）を取った児

童も 8 人を数えた。今年度の重点課題を「自信をつける取り組み」とし部活動や通塾など

習い事へチャレンジする児童も増えた。中学 3 年生 3 名が高校進学（内 1 名は年度末家庭

引き取り）を実現し、高校 3 年生、4 年生（定時制高）が希望した短大、大学に合格するこ

とができた。 

一方で、高齢児男子において高校通学の定着がなされず地域において触法行為で補導、

審判を受け保護観察処分を受けたケース、またクラスメートへの暴力・暴言によって自主

退学処分になったケースがあった。グループホームにて性的な事故が起こり男子中学生を

他児童養護施設に措置変更するに至った。 

近年、発達障害や知的障害、情緒障害などの支援にも一定の専門的かつ治療的ケアが必

要な児童も多く、精神科医や治療指導担当職員等との連携した「専門機能強化型児童養護

施設」としての事業として着実な成果も見られた一年間であった。 

また、医療的なケアの必要な児童が増加している状況の中、看護師配置（平成 23 年 9 月

より）を行なったが、年度途中での退職となってしまい後任は現在（平成 24 年 3 月末）未

配置である。 

「地域子育て支援」として狛江市や府中市のショートステイ受け入れに努力し地域との

連携強化に心がけると共に「二葉学園権利擁護第三者委員会」からの提言や「東京都福祉

サービス第三者評価」などの評価や結果を受け、職員の専門性向上や共同力の強化等その

具現化に努めたが、職員集団としての高まりや職員育成や働く職員のモジベーションをど

う高めていくかなど課題も多い。 

 本園改築計画もふくめて長期的展望を見出すための年度であった。本園改築に向けて都

に計画書を提出し平成２４年、２５年度の改築を目指している。本園改築後の将来展望も

含め論議を開始した。 

 

２．職  員   

園長 １名、 副園長１名、 事務員 １名、 栄養士 １名、 

調理員等１名、児童指導員・保育士（男性１０名・女性１７名）２７名 

個別対応職員 1 名、家庭支援専門相談員 １名 

非正規事務職員１名、非正規保育士・指導員５名、 

パート補助職員７名、嘱託医（内科医） １名、 嘱託（精神科医）１名 

  心理療法担当職員 ３名、治療担当指導員 ２名  宿直専門職員 ９名 
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              職員合計 ６６名 （正規職員 ３５名）3 月 31 日現在 

 

３．児童定員  本園 ４０名  プラス  １２名（地域小規模児童養護施設２ホーム）  

 合計 ５２名 

 

４．平成２３年度の児童在籍実数（初日在籍） 本体定員４０＋地域小規模施設１２  

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3  計 月平均 在籍率 

 

 

計 

37 

12 

49 

39 

12 

51 

39 

12 

51 

39 

12 

51 

38 

12 

50 

37 

12 

49 

40 

12 

52 

39 

11 

50 

39 

12 

51 

40 

11 

51 

40 

11 

51 

40 

11 

51 

467 

140 

607 

38.91 

11.66 

50.58 

97.29% 

97.16% 

97.27% 

（ 上段 本園在籍  中段 地域小規模児童養護施設   下段 全体 ） 

   参考  平成１９年度 在籍率  ９７．０％ 

       平成２０年度 在籍率  ９９．０％ 

       平成２１年度 在籍率   ９５．４％ 

       平成２２年度 在籍率  ９８．０％ 

       平成２３年度 在籍率  ９７．３％ 

 

５．入所について（最近の 5 年間） 

 幼児 小学生   中学生 高校生等 合計 備考（措置変更） 

平成 19 年度  ８   ３   ３   ０  １４   ６   

平成 20 年度  ４   ４    ０    ０    ８    ２ 

平成 21 年度  １  ５  ２  １  ９  ２ 

平成 22 年度  ２  ２  ２  １  ７  ２ 

平成 23 年度  ３  ２  ２  ４ １１   ４ 

 合 計 １８ １６  ９  ６ ４９   

入所比率 過去  5 年間  幼児 36.7％、小学生 32.6％、 中学生 18.4％、高校生 12.3％ 

      平成２３年度 幼児 27.3％、小学生 18.2％ 、中学生 18.2％ 、高校生 36.3％ 

 

６．児童の入所理由  （最近 5 年間の推移） 

入所理由（主訴）  19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 合計 

家族環境          

養育困難    ２         １      ３ 

母の傷病     １       ３       １   ５ 

父の傷病        １   １ 

本児の触法・虞犯    １         １   ２ 

本児の発達障害    １        １    ２   ４ 
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被虐待    ９      ６      ５    ３    ５ ２８ 

里親不調        1   １ 

施設不調       

母の家出     １       ２      ３ 

母の就労       

父の就労       

親の死亡       

父母離婚       

父母拘留      １     １ 

  合  計 １３    ８    ９    ７ １１ ４８ 

※被虐待 58.3％ （主訴） 

 

７．今年度在籍数（平成 23 年４月１日現在）  ５２名定員 ４９名在籍 

 幼

児 

小 

１ 

小 

２ 

小 

３ 

小 

４ 

小 

５ 

小 

６ 

中 

１ 

中 

２ 

中 

３ 

高 

１ 

高 

２ 

高 

３ 

高 

４ 

就

労 

計 

男 4 0 2 2 4 2 2 0 3 5 1 3 1 0 0 29 

女 2 2 0 0 0 1 0 １ 1 1 1 4 6 0 0 19 

計 6 2 2 2 4 3 2 1 4 6 2 7 7 0 0 48 

参考 

（平成２０年度 幼児 27％   小学生 33％    中学生 25％  高校生 22％ ） 

（平成２１年度 幼児 20％   小学生 32％    中学生 24％  高校生 24％ ） 

（平成２２年度 幼児 10％ 小学生 35％   中学生 27％    高校生 27％ ） 

（平成２３年度 幼児 16.3％  小学生 30.6％  中学生 24.5％  高校生等 28.6％） 

（平成２４年度 幼児 12.5％  小学生 31.2％  中学生 23％   高校生等 33.3％） 

 

８．退所について（最近５年間） 

 幼 児  小学生  中学生 高校生等 合 計 備考 

19 年度    ４     ３     ０     ４   １１     １  

20 年度    ３     ２     ２     ３   １０     ２   

21 年度    ２    ５    ０    ４  １１     ２ 

22 年度    ０    １    １    ６   ８     １ 

23 年度    １    ３    ２    ４  １０     １ 

 合計 １０ １４    ５ ２１ ５０ (措置変更) 

※ 平成２３年度は家庭引き取り５名、他施設１名、同居自立１名、進学２名 

  就労自立 1 名 
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  ※ 退所後のアフターケアの内容 

    人間関係の悩み相談、金銭的相談、就労相談、住居や身元保証相談、家庭関係 

    病気や健康相談、結婚離婚、その他 

 

９．家族支援・家庭調整   

 家族支援については、家族と共に子育てに取り組むことを基本方針に掲げ今年度も取り

組んだ。保護者の置かれている状況を理解しつつ、可能な限り家族との生活を送れるよう

家庭復帰を最終的な目標として親子の関係調整を実施した。 

 ６月と１１月には二葉学園保護者会を実施し、新規に入所した家庭や家庭復帰を目標と

している家庭に対して、学園の養護の考え方や家庭関係調整の考え方を伝え、また児童へ

の心理的ケアの必要性について心理士から説明等を行った。 

 また、日々の生活の中で、面会や外泊、電話連絡による児童の状況の共有と子育ての協

働に努めるとともに、担当職員やファミリーソーシャルワーカー、主任等による面接に加

えて、個別心理ケアを行っている児童の保護者に対して、園内心理士による面接も実施し

てきた。 

 家庭復帰にむけての取り組みでは、面会、園内での宿泊体験（多目的室を活用）、外泊等

を、児童と親の状況に配慮しながらすすめた。また児童相談所や地域のさまざまな資源や

機関と連携し、アフターケアとして、復帰後の生活についても計画をたてながら調整を行

った。継続して家庭訪問や電話で状況把握を行なっているが、基本的には親子で協力して

生活を送っているものの、児童の問題行動や両親の不和、また同居している家族の不安定

さなど困難な状況が現れるケースもある。地域の資源や関係機関をいかに活用していける

かが課題であり、地域支援事業の発展が更に望まれる。 

しかし、近年の傾向として夏休みや正月においても家庭に帰れない児童が多くなっている。 

今後、親権制度の見直しなどの影響等も踏まえ、支援困難な親をどう支え家族間の調整を

行っていくか再考する時期にも来ていると云える。 

親との協働、家族再統合に向けた家庭復帰支援の視点ですすめてきた。家族療法事業（施

設入所児童やその家族に対して、相談室・心理療法室・宿泊室等の設備を利用し、面接治

療・宿泊治療を実施）の今年度の実績としては、心理士による親への面接（１３回）、家

庭支援専門相談員や担当職員による面接（２５回）、宿泊治療５３日（延べ日）実施延家

族数 ９１日であった。 

 家庭引き取りについては３家庭４名であった。 

 

１０．中学校卒業後の進路 

 今年３月、中学３年生が卒業時３名在籍し、無事全員高校や専門学校に進学が出来た。

担当を中心として親や児童相談所、学校の担任と常に連携を保ちながら進路指導を行った。

学習塾や夏冬の学習ゼミ、進路先見学など精力的取り組みを行なってきた。しかし、高校

進学率は高まっているものの、依然として高校中退等の状況は依然としてある。 
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 全日制高校 定時制高校 専門学校 就職  総数 備考 

19 年度   ３   ３      ６名  私立・都立高校 

20 年度   ４        ４名  私立・都立高校 

21 年度   ４     １    ５名 私立高校 

22 年度 ４ １   ５名 都立高校 

23 年度 ２ １   ３名 私立・都立高校 

 合 計  １７名  ５名 １名  名  ２３名  

 進学率 74％  21.7％ 4.3％    

過去５年間の高校進学率％(専門学校入れると１００％) 

     平成２３年度高校中退率１３％（２人）（1 名通信制高に編入） 

     ※中退理由 学校内での暴力・暴言行為 1 名、虞犯触法行為 1 名 

 

１１．グループホーム養護の発展    

 各ホームや地域での生活については、児童・職員ともに定着してきている。児童の自立

支援の観点からするとグループホームでの養護は有効であり、生活自立や将来に目標設定

しての意欲向上に効果を上げている。 

その中で、家庭的養護の目指している生活環境や人間関係の構築、分散化しているからこ

そのリスクマネジメント、ホーム間や担当職員の連携強化などの課題にも、積極的に取り

組んでいるところである。また、グループホーム養護における地域との関わりを最大限に

活用発揮する試みも以前からすると進みつつあるものの、今後より一層各ホームの安定と

地域との連携についても深めていく必要がある。 

 今年度、グループホーム内における性的事故、高校生男子の非行、暴力事件が起こり、

このことを今後の教訓とし、学園の養護（社会的養護）の水準を上げるべくより一層の努

力・研鑽が必要である。加害児童はいずれも乳児院から社会的養護のサービスを受けてき

た子どもであり、今後も学園がその子どもたちとのかかわりを継続してすすめていく必要

のある子どもたちである。 

 そのための現在のグループホーム実践が子どもの過去、今、未来の幸せに寄与するもの

でなければならない。 

 

１２．主な行事報告 

 児童会の取り組み 

５月から６月   各居室のレクリエーション 

 ７月から３月   児童会の取り組み 

         ・幼児～高尾山登山（8 月） 
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         ・小学生低学年（野外活動 7 月、強歩 9 月） 

         ・小学生高学年（キャンプ 8 月） 

         ・中学生（課外活動 8 月、強歩 10 月、合宿 3 月、他施設との交流 3 月） 

         ・高校生（キャンプ 8 月、強歩 11 月） 

８月２７日   地域バーベキュー大会                   

１２月１８日   クリスマス祝会および会食（府中市ルミエール） 

 ３月１７日   卒園生を送る会 

 ３月上旬～下旬 各居室レクリエーション（ディズニーランド等） 

 その他、招待行事、季節行事あり（観劇、野球、サッカー、コンサート等） 

  

１３．食生活の充実   

 食生活においては、身体の発達に必要な栄養摂取に十分に留意するとともに、各ホーム

が家庭的な雰囲気を大切にしながら、楽しく食事が出来るように努めた。 

 児童の希望を取り入れた献立作成に努め、より家庭的な食卓をめざす考えのもと、保育

士・指導員等が調理職員と協働しながら食事作りを行ってきた。児童構成等により買物や

調理が難しい本園２居室に関しては、調理職員がサポートして進めた。 

毎月の献立会議や食事会議で本園献立の検討を行うと共に、食に関する事柄（食物アレル

ギー・食中毒等）を取り上げることで、学園の食生活の向上と職員の意識向上に努めた。 

昨年度より重度の食物アレルギーの児童が入所したため、引き続き担当職員と調理職員で

協力しながら対応し、状態としてはかなり改善をした。肥満傾向のある児童に対しては、

担当職員、児童に対して定期的に栄養指導を行なった。また、自立を控えている児童に対

して調理技術や栄養バランスに配慮した食事についてのレクチャーを行なった。 

 児童の嗜好を知ることは日常生活の中で随時行い、嗜好調査も残菜調査と共に 1 回実施

した。 

ホーム毎に、児童と一緒に買物や調理する機会を設けることで、食に興味・関心が持て

るようにしてきた。栄養士今後は、栄養士・調理職員から児童に対しての具体的な技術指

導や食育の取り組みが必要であると思われる。 

実施献立に対して、栄養士から各ホームへの助言等を行なった。 

 

１４．健康管理    

 毎日の健康観察・排便・入浴指導、寝具の日光消毒、年に２回の健康診断の実施、児童

は年に４回の細菌検査、職員は毎月の細菌検査の実施、流行性疾病の予防、害虫駆除等実

施した。施設内のみの健康管理にとどまらず、少しでも健康状態に異常が見受けられる場

合は主治医院への通院や救急病院への通院等早期対応に心掛けている。さらに病状や通院

状況についてそのつど親や児童相談所の担当福祉司、学校の担任への連絡に努めている。 

 幼児が多くなり、とくに健康管理を重要な位置づけとして取り組んだ。また、インフル
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エンザについては生活単位が小規模なだけ園全体に広がり難く大事に至らず対応ができた

が、今後は予防接種の全体接種を検討する。 

 

１５．防災活動とリスクマネジメント（事件事故対応） 

 毎月の防災訓練を実施し、避難、誘導、初期消火、通報訓練など行った。大地震対応も

含めて非常食の確認、補充についても実施した。また、今年度も夏の行事前には消防署員

を招いて「救急技能講習」を行い、救急方の講習会を開催した。毎年１回行われる、地域

の総合防災訓練（10 月 15 日実施）に、今年度も職員と児童で参加した。 

 今年度の事件事故報告は児童のけが、児童の自転車接触事故、消火器の噴射事件、窃盗

事件、職員の不適切対応等件の事件事故の報告がなされた。ヒヤリハット報告は約件の報

告がなされた。しかし、リスクマネジメント委員会の開催が予定どおり開催できずに３年

前から開始したヒヤリハットの取り組みを発展、定着させることが出来なかった事、また、

報告をあげる意識、事例の線引きが職員個人にゆだねられていた事が要因と考えられる。 

 次年度以降は、今年度の反省を踏まえリスクマネジメント委員会を定期開催しながら、

事件事故報告、ヒヤリハットの取り組みを確実に展開していくとともに、一つ一つの事例

に丁寧に関わり、事件事故の予防の取り組みに力を入れていけるようにしていきたい。ま

た、情報化の中で報告の上げ方についても、より効率的な方法の検討をおこない、東京都

や児童相談所および第三者委員会等への報告を頻繁に行い外部からの助言を得ながら、安

心安全が担保できる施設づくりをめざしていきたい。 

 

 日 時 事件別 事件内容 備考（対応等） 

① ４月 切傷 幼児転倒眉横裂傷 通院処置 

② ４月 性的事故 セクシャルハラスメント 事情聴取、引き離し、心理ケア等 

③ ６月 窃盗 職員の財布から抜金 事情聴取、返金等 

④ ６月 窃盗 職員の財布から抜金 事情聴取、返金等 

⑤ ７月 裂傷 幼児頭部裂傷（テレビ台） 通院処置 

⑥ ４月 不適切対応 職員の不適切な関わり 口頭による厳重注意 

⑦ ７月 無断外泊等 無断外泊等 学園あげて指導、警察児相対応 

⑧ ８月 窃盗等 窃盗、 関係機関との連携等 

⑨ ７月 自動車事故 職員による自動車事故 事故対応、注意処分 

⑩ １０月 大量服薬 家庭復帰児童自殺未遂 入院、関係者連携等 

⑪ １１月 性的事故 幼児間の性器の見せ合い 部屋会、性教育、通所等 

⑫ １０月 致傷 自転車で怪我を負わせる 示談、裁判、関係者連携等 

⑬  ２月 怪我 学校にて指の粉骨骨折 謝罪、関係者連携等 
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１６．主な環境整備について  

本園居室のクリーニング、本園エアコンのクリーニング、グループホームのエアコン整

備、壁のクロスの張替、屋根の補修、等を行った。その他にも、生活環境を整える意識を

高めることも指摘されている。日頃からの意識と、できていない部分や廃棄物の整理など

については計画的に進めていく必要がある。本園の改築計画については、平成２４年度着

工を目指し計画を進めているところである。 

 

１７．ボランティア・実習生の受け入れ 

 今年名のボランティアが学園に登録し、活動していただいた。関わっていただいている

ボランティアのほとんどが児童に 1 対 1 で関わっていただく学習・遊びボランティアだが、

中には紙芝居や英語のボランティアも継続している。今年度新規 13 名のボランティアさん

の登録があった。昨年度から、ボランティアのアセスメント面接を強化し、契約書や事前

の説明など丁寧に行うことによって、トラブルを未然に防ぐ取り組みを始めた。さらに、

行事ボランティアという枠組みも確立し、行事の付添をお願いするボランティアを登録制

にし、効率よくボランティアを確保する取り組みも始めた。また、企業のボランティア活

動やＮＰＯ団体のボランティアなどにもお願いし、活動を行った。 

実習生の受け入れについては年間１９名（のべ日数３０７日）の実習生を受け入れた。

資格の内訳は、社会福祉士１３名、保育士６名であり、社会福祉施設現場で働く職員の養

成についても力を注いだが、職員の負担についても課題があり今後実習生指導のあり方等

検討していく必要性がある。 

二葉学園社会福祉士相談援助実習プログラムの作成を行ない、今年度よりプログラム化

し、各専門職と連携をしながらプログラムに沿った実習を行った。 

 

１８．東京都の査察指導結果及び第三者評価  

①都査察指導 

東京都の査察指導において文章指摘が 1 項目あった。（会計面 国庫補助金の積立並び取

り崩し）その他口頭での改善課題は数点指摘をうけた。（苦情解決の対応報告書の改善、ヒ

ヤリハット事例の分析・検証、グループホームの当直室と児童居室の兼用、児童の予防接

種の保護者承諾や児相への報告、災害時の非常食確保、） 

②第三者評価 

「東京都福祉サービス第三者評価」については「福祉経営ネットワーク」に依頼実施した。 

全体の講評については、特によいと思う点「施設運営に方針に沿った意図的な取り組みを

実施している」「手順書となる事業計画書の作成にほとんどの職員が参画している」「一人

ひとりの子どもが自信を持ち自己肯定につながる支援を大切にしている」であり、さらな

る改善が望まれる点について、「求められる職員像の明示」「ヒヤリハット報告書のデータ

化及び分析」「子どもの心身がやすらげる空間づくりについて、職員間での検討」と指摘を
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受けた。利用者調査については、総合的な感想の項目の中で、「ここの暮らしについて、ど

のように感じていますか」(39 名回答)の問いに対して、たいへん満足（8 名、20.5％）満

足（13 名、33.3％）どちらとも言えない（11 名、28.2％）不満（6 名、15.4％）、たいへん

不満（1 名、2.6％）であった。 

また、運営管理面では 65 項目中 63 項目が該当し、2 項目が非該当であった。非該当の項

目として、「事業所の人事制度に関する方針」「事業所の特性を踏まえ、職員育成・評価・

報酬（賃金、昇進・昇格、賞賛など）が連動した人材マネジメントを行なっている」等で

あった。利用者サービスは全項目該当していた。 

第三者評価者から「リスクマネジメントにおける組織的な対応の強化」「薬に関する知識

やリスクに関して、職員間の認識の共有」「生と性に関する支援方針や職員の姿勢等につい

ての意識の共有」「学力の向上が必要な子どもへの支援体制への強化」「地域に積極的に出

向くことが苦手な子どもへの対応」などが改善課題として挙げられた。 

 それらの指摘等を参考にしながら、第三者評価について今年度より最低基準により義務

付けが開始したこともあり、平成 24 年度事業計画と実践に反映した取り組みを展開してい

く必要がある。 

 

＜過去５年間の第三者評価実績結果＞  

 運営管理部門 サービス部門  利用者調査 評価機関 

平成１９年度 Ａ-21  B-５ A-20  B-0 肯定 53％・否定 23％ 福祉経営ネットワーク 

平成２０年度 A+=3 A=21 B-2 A+=5 A=15 肯定 48% ・否定 18% ＮＰＯサービス評価機構 

平成２１年度 A+=3 A=17 B-2 A+=1 A=17 B-2 肯定 66% ・否定  9% (株)ＩＭＳジャパン 

平成２２年度 48/54 項目 37/37 項目 肯定 67％・否定  7% (株)ＩＭＳジャパン 

平成２３年度 63/65 項目 77/77 項目 肯定 60％・否定  4% 福祉経営ネットワーク 

    ※平成 17 年度以降は３段階評価に変わった。平成 22 年度から 2 段階評価に変わった。 

  ※利用者調査は「あなたは施設で大切にされていますか」の問いへの回答 

  ※詳細はインターネットで「東京福祉ナビゲーション」（福ナビ）参照して下さい。 

 

１９．将来像検討と本園改築計画の取り組み 

 ①本園改築計画 

本園改築に関しては、法人内改築検討委員会（年 6 回）、学園内将来像（改築）検討委員

会（月 1 回～2 回）、法人顧問税理士を入れた資金計画論議（1 回）を中心に検討をした。 

具体的な改築計画において、設計監理業務に関しては、6 月に法人理事にて業者選定を行

ない、(株)ＮＵＫ建築計画に決定しすすめることとした。 

以前より懸案であった道路（学園敷地）についての問題は、隣接地主と協議を重ね共有

名義、等価交換について「道路位置指定に関する覚書」を交わした。道路幅を広げる部分

ついて隣接地主と園敷地を等価交換にて登記を変更すること、また、道路部分を基本財産
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から運用財産に登記変更すること、その際に抵当権解除（平成 4 年度の大規模改修時の福

祉医療機構からの借入の際設定）必要性があり福祉医療機構への繰り上げ償還の手続き等

をすすめることとなった。共有名義とし調布市市道（道路位置指定）とすることで隣接地

主との合意をみることができた。 

東京都には、6 月に本園改築計画の協議書を提出し、基本構造設計をＲＣ造 3 階建て延べ

床面積約 1000 平米とし、１階に事務所、ホール、調理室、地域交流スペース、2 階に児童

居室（8 名ユニット×２）、３階に心理室、子育て短期支援事業室等を整備することとした。

平成２３年度より最低基準が変更となり、児童居室一人当たりの床面積もその基準にて設

計している。 

仮園舎については、都との協議においてグループホーム形式で構わないとの判断があり

調布市、府中市にて児童居室 3、事務所の物件を賃貸契約してすすめることとした。 

資金計画については、総事業費を、約４億２千８百万（支出を本体工事３億３千６百万、

解体費用１千９百万、仮園舎費用２千９百万、諸経費１千１百万、設計監理費２千３百万、

道路工事費１千万、収入を補助金２億５千３百万、福祉医療機機構からの借入金１億、自

己資金７千５百万）とし、平成 24 年度、25 年の事業とし平成２５年秋の竣工を目指しすす

めている。 

住民説明会を第一回（11 月に二回）、第二回（1 月）開催し、近隣住民の方々計 6 世帯の

参加の中、基本計画や近隣への影響を説明し、概ね理解を得ることができた。 

3 月に都から説明があり、今後の工事の業者選定（入札）について話しがあり、条件付き

公募型一般競争入札との要請があった。 

平成 24 年 5 月には都からの内示が下りる予定であり、道路工事も平成 24 年 6 月末まで

には完了予定である。 

②将来像検討 

今後の二葉学園のあり方、とくに本園機能のあり方、また、分園の今後について具体的

に今後の児童養護施設への展望しているところである。園内の「二葉学園将来像検討委員

会」において、二葉学園の今後のあり方について、本園改築計画についての検討を行なっ

た。二葉学園の三カ年計画を本園改築と合わせて論議している。 

 

２０．「ふたばふらっとホーム」との連携 

 ２年ほど前から卒園生を中心とする卒園生による卒園生への支援事業としてのふたばふ

らっとホームが今年度ＮＰＯ法人としての事業を開始した。アフターケアの課題はこれま

で何度も論議して進めてきたにも関わらず、十分な支援が出来ていないのが現実であり、

このふたばふらっとホームの今後の活動の定着と広がりが今後の二葉学園にとっても重要

な事項である。今年度卒園する児童 2 名がふらっとホームのプログラムに参加した。 

今後、幅広い卒園生の参画と元職員、ボランティア、元職員、等による協力体制をどの

ように構築していくかが今後の課題である。 
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２１．職員育成と研修及び職員のメンタルヘルス 

職員のメンタルヘルスに関しての取り組み 

① 第三者委員と職員の面接 

・職員の個別面接を、9 月に行った。権利擁護委員会（苦情解決事務局会議）とも連携して

行っている。面接後の第三者委員からの見解は、提言書として提出された。それを受けた

対応は、権利擁護推進委員会が検討して次年度に向けて動いていくことになった。 

② バーンアウトやストレスへの予防対策 

・外部の第三者（立教大学の箕口教授・宇田研究員）に委託して、ストレス調査の事業を

行った。各職員がメンタルヘルスについての自覚をもてるように、また職場の環境作りの

ために、バーンアウトなどの質問紙調査を行った後、結果を個別ならびに職員会議でフィ

ードバックしてもらった。 

③ 昨年度のメンタルヘルス（ストレス調査）の結果をふまえた新たな動き 

・前年度の結果を受けて、職場環境の向上を目指した動きを以下３つの提案を行い、実施

する予定であったが、下記の２つが実施された。 

・園長による全職員の面接。 

・個々人のもつ対人コミュニケーションの方法を気づくためのワーク「気づきのワーク」

の実施。これは実施枠に限りがあるため、希望者のみ（７名）試行的に実施した。 

④ 職場のストレス調査の実施 

・一昨年度に実施した二葉学園独自の職場のストレス調査は、法人のメンタルヘルス委員

会で各法人が行うことになった。法人用に改定したのち、学園でも実施した。ほかの法人

との比較を法人の別の委員が結果を出す予定である。それによってまた次年度の動きを検

討していく。 

 

２２. 第三者委員会の取り組み 

第三者委員会は計画通りに年 6 回開催した。 

① 第三者委員会が子どもや園内の様子をみていただくために夕食時にホームを訪問して

いただく機会を 2 回持つことができた。クリスマス会や地域バーベキュー、ホームパー

ティーにも参加していただいた。次年度、第三者委員と子どもとの個別面接を計画し実

施する。 

② 第三者委員と職員の面接 

面接後には、第三者委員からの提言書が提出された。提言書を受けて、職員の（特に経験

年数の浅い職員や、ホーム長など）孤立感や疲弊感を全体として改善していく取り組みを

検討し、次年度取り組むこととした。 
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２３. 子育て支援、地域連携、関係機関、地域交流事業等 

① 児童相談所については、各関係機関との連絡調整の中心として、担当福祉司とは日常的

に連絡を取り合うこと、有事の際にも連携をとりながら進めていき、児童の支援につな

げることができた。児童自立支援計画等を通じて、どのような支援が必要であるのか共

有し、連絡・報告・相談のほか、心理判定、心理面接、治療指導科、家族再統合プログ

ラムなども利用し取り組んでくることができた。また、個別一人一人のケースについて、

担当福祉司とのやり取りができているか、振り返りをしながら子どもや家族への支援を

行うことができた。 

② 学校 

 ＰＴＡ活動への参加、小・中学校との懇談会以外にも、各担当が日常的に担任の先生と

連絡を取り合い学校の状況、学園の様子の相互理解をはかっていくことができた。また、

問題行動や不適応状況には、担任などと情報を共有し、園長、副園長、主任と相談しなが

ら対応についての論議・検討を行ってきた。府中市方面の懇談会については実施できなか

ったが、ホームパーティーに先生方を招待したり、日々の情報共有を徹底するなどして進

めていくことができた。 

③ 子ども家庭支援センター 

 府中市と狛江市の子ども家庭支援センターについては、主にショートステイの窓口とし

て連携を図った。入所児童の家庭のある地域の子ども家庭支援センターについては、担当

職員とＦＳＷを中心に情報共有を行った。 

④ 病院 

 現在通院している児童に加え、医療的ケアや専門的ケアを必要としている児童に対して、

どのように関わり対応していくのかについて話し合いを行うなど連携をとりながら進めて

いくことができた。しかし、全体で周知しておくべきことについてはその都度報告等行い

ながら共有していく必要がある。 
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平成２３年度 二葉学園 子育て短期支援事業 事業報告 

１、概況 

 平成 14 年度より狛江市子どもショートステイ事業を開始して 10 年目である。利用日数、

利用人数、利用家庭数ともに定着している。利用理由も多岐にわたり、子育ての困難な時

代にショートステイ事業の存在意義が高まっているといえる。特に平成 19 年度より、府中

市よりの要請があり緊急ショートステイ事業を開始した。緊急ケースが多く、受け入れに

困難を要することもあるがニーズも高く、市の子育て支援に十分に寄与していると評価で

きる。また、今年度は緊急ケースのみならず、家族の傷病等も結果として受け入れたケー

スもあり今後の検討課題となった。 

なお、利用依頼があり、緊急性の高かったケースで、親の拒否であったり、緊急一時保

護に至ったりして、利用がキャンセルになったケースもあり、児童と家族を取り巻く環境

の深刻さが増していると言える。今後も狛江市や府中市、子ども家庭支援センターと更な

る連携を保ち地域子育て事業の充実に努めたい。 

 

２、職員 

 保育士１名（非正規職員 専任）、児童指導員（３名 本体施設職員兼任） 

 

３、児童定員 計４名 

狛江市 定員２名 

 府中市 定員２名 

 

４、利用実績 

＜狛江市＞ 

 利用人数 利用日数 利 用 延 べ 日

数 

 宿泊利用  デイ利用 

平成１９年度  ８ １８ ２９     ５     ３ 

平成２０年度  ９ ９５ ９９      ８   １ 

平成２１年度  ７ ７１ ７９     ６     ０ 

平成２２年度  ６ ２５   ２７    ５    ３ 

平成２３年度  １０ ２５   ２９    ５    ３ 

※主な利用理由   

狛江市～育児レスパイト 2 件、就労 4 件、冠婚葬祭 2 件、保護者入院 1 件 
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＜府中市＞  

 利用人数 利用日数 利 用 延 べ 日

数 

 宿泊利用  デイ利用 

平成１９年度 １２  ４９ ８１    ７    ０ 

平成２０年度  ５   １３ １７    ４    ０ 

平成２１年度   ４    ８  ８    ３    １ 

平成２２年度   ４   １７ ２０    ４    ０ 

平成２３年度 ７ ３７ ４３    ７    ０ 

※ 府中市（緊急一時保護的ショートステイ）～母精神疾、母入院、ネグレクト、心理的

虐待、レスパイト、 
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平成２３年度 二葉南元保育園 事業報告 

1. 基本方針及び概況 

前年度末に、東日本大震災があり、東京では計画停電や原子力発電所の放射能漏れ事故

の影響を受け、年度当初から、給食食材や水の安全性の問題、緊急事態の際の保護者への

連絡体制など、園へさまざまなご意見が寄せられ、そのひとつひとつを丁寧に検討してい

ったが、保護者から出される不安等に対し安心を十分に行き届かせるのは難しかった。 

今年度の園の方針のひとつに、事故防止に最大限の努力をはらうことを方針化して取り

組んできたものの、散歩に持参する園の水筒の麦茶の誤飲事故があり、それをきっかけと

した苦情解決が今年度の運営上最も重要な課題となった。今後の園のリスクマネジメント

力強化が課題となっている。 

10 月に発表された新宿区第 2 次実行計画素案の中に、待機児童解消策と一つとして、二

葉南元保育園の定員増と改築計画が盛り込まれた。新園への取り組みに対する職員の主体

的姿勢づくりを行うことが年度後半の課題となった。11 月以降、他園の見学や職員アンケ

ート、話し合いなどを実施するなかで、新しい園を目指す姿勢が整えられつつある。 

近年、保育園は関係機関と連携しての福祉的支援や外国の文化や言語に配慮の必要な家

庭のサポートの必要性等が増しており、多様な配慮やコミュニケーション力、他文化への

理解が職員の資質として必要となってきている。よりいっそうの理解を深める取り組みや

研修が必要となってきている。 

保健では流行性感染症としてインフルエンザ、頭じらみなどの情報提供と予防に力を注

いだ。 

給食室については、今年度は放射能汚染不安等食材購買での課題や、給食職員体制の不

安定さなどの対策が必要とされた。食育は麦茶管理問題等課題山積な上、職員が定着せず

給食室のマンパワーは十分ではなかったものの例年通りには活動できた。来年度は給食室

の安定した職員体制作りと、事務省力化に向け、給食ソフトの導入等を検討、保護者安心

のため、ミルク用飲用水の浄水化など、を課題としていきつつ、豊かな食生活の提供など

の取り組みが課題となっている。 

 

２.児童定員及び利用 

平成 23 年度も定員の弾力的運用を行い、定員以上の児童の受け入れを行う体制を整え、

全クラス、定員以上の受け入れを計画し、実施し、待機児童解消への貢献を行った。震災

後、地震・放射能不安の影響で、転居転勤して退所した家庭が 2 家庭。また、地震・放射

能汚染への心配も関係した長期間欠席家庭が３家庭あった。 

 ０歳児の入所が定員割れでスタートしたが、５月には満員となった。10 月に四谷地区内

に認可保育園が 1 園新設されたこともあり、年度後半の入所はなかった。  
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 在籍数（平成 23 年 3 月 1 日付） 

 0 歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計 定員充足率 

定員 9 １０ １１ 12 19 61   

在籍数 １１ １１ １１ １１ １１  ９ ６４ 105％ 

入所数  10  5  2  2  ０   ０  19  

退所数   0  2  1  2  １   1  5  

※管外通園は、4 家庭。千代田区・荒川・杉並・品川→港  

 

３．職員配置 

  平成 23 年度は３月 1 日時点で、常勤 19 名(契約１含)、パート 7 名の体制で運営した。 

  欠員や病休などの際、急募の応募状況が困難になっている状況がある。 

 今年度新卒採用の栄養士が１名９月末で退職した。給食室はここ数年新人の定着が難し

い状況が続いている。その後採用の栄養士も退職希望が出たので、組織活性化の目的も含

め、今回未経験の栄養士資格のある男性職員を調理員として採用したが定着が難しかった。 

保育士の産休者は 1 名。６月末に体調を崩し、病休となったが、復帰のめどがはっきり

せず配置が難かった。応募がなく、配置に時間がかかった、産休は既存の契約職員を代替

職員に振替え対応し、年度後半、早朝登園児増のための補助職員は、派遣で 8 時からの補

助職員を配置できた。 

 

  常勤保育者数（平成２４年３月 1 日現在） 

 0 歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 フリー 主

任 

計 

新宿区最

低基準 

４ ３ ２ １ １ 1 

（障害児支援） 

１ 13 

常勤配置数

（）内パート 

４ 

（朝１） 

３ 

（夕１） 

２ 

（延長１） 

１ 

（朝昼１） 

１ 1 1 14 

   

その他の部署及びパート（平成 24 年 3 月 1 日予定）※常勤には契約職員含む 

園長 栄養士・

調理員 

看護師 育休 常勤職員計 保育補助

パート 

調理 

補助 

用務 

・事務 

非常勤職員計 

1 ３ １ １ 20 ４ ２ 2 ７ 

 

４．運営に関する報告（会議や委員会等） 

（１）会議・係・委員会  

９月～１１月は、誤飲事故対応のための夜間や土曜に緊急職員会議や任意での出席等
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が続き、職員の疲労や不満が高まる中総括のための十分な時間が取れず、年度末一括で

総括を行った。 

法人横断の委員会活動が始まり、クラス担任の参加調整が難しいので交替や代表での

参加にして出席を確保した。園独自の委員会活動を当初計画したが役割が多くなるため

実施を取りやめた。 

様々な問題解決に追われた 1 年だったため、年度当初を除き、定例の運営委員会の開

催は実施できなかったが、苦情解決や改築など、課題に応じた会議の開催を行った。 

＜会議＞ 

① 職員会議   月１回  原則として管理者会実施翌       全職員 

② 保育会議   月１回  毎月１日もしくは第１週の１日に近い日 全職員 

③ 総括会議   年１回  年総括                全職員 

④  新年度会議 年２回  年度末実施              全職員 

⑤ 運営委員会  年 5 回程度  園長・主任・１，２階保育リーダー・給食代表・看護師 

⑥ リーダー会議 随時     園長・主任・保育リーダー 

⑦ クラスリーダー会議 随時     (園長)・主任・保育リーダー・クラスリーダー 

⑧ 部署会議   月１回  幼児会議・乳児会議・給食会議・調乳会議 

⑨ クラス会議  随時 

⑩ 苦情解決委員会 必要があれば随時  報告会年 1 回 

⑪ 園内人事委員会(非常勤・パート採用など)  随時  園長・主任 

＜係 活 動＞ 教材係・研修係・美化係・文集係・各行事係 

＜法人委員会＞ 広報委員会・食育委員会・研修委員会 

 

（２）改築検討 

近年、毎年定員を超えた園児の入園引き受けを行ってきた当園は、定員の見直しに基づ

く待機児童開所への貢献策を新宿区と検討してきた。おりしも、区の第二次実行計画（３

カ年計画）策定の時期と重なり、今年度に入り区の要請が急テンポに展開し、内部でも、

法人内改築検討委員会（年 6 回）や、建築顧問との相談（月１回程度）、法人顧問税理士を

入れた資金計画論議（１回）などを積み上げていった。 

10 月上旬に、「新宿区第 2 次実行計画」の素案に当園の定員増及び園舎改築の計画が公表

され、それまで、法人・管理者中心に推進してきた構想を、現場の職員によって、より実

際的な計画に進めるべく、以下の手続きを進めた。 

設計業者の選定については、法人として、10 月下旬に 3 業者にプロポーザルコンペ参加

要請を行い、3 社共の参画を得て、11 月に施設見学、質問書回答、12 月に企画提案所提出、

プレゼンテーションを実施。翌年１月早々、法人内改築検討委員会にて審議の上、業者を

決定した。 

職員は、100 名規模で新築した園の見学を皮切りに、１１月～２月までに、公立保育園３
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件、私立保育園４件、私立子ども園１件など、地域や規模を参考に全職員が見学ポイント

を決めて視察訪問し、新しい園舎やめざすべき保育へのイメージ作りを行うことが出来た。 

また、園内において建築検討委員 4 名を任命し、うち３名が設計に関わるプロポーザル

コンペに参加。また、設計業者選定後の職員と設計会社のパイプ役や話し合いの進行など

を担当し改築の推進役となった。３月末までに、設計に関するアイディアアンケート（１

回）建築検討委員と設計会社との打ち合わせ（２回）を行い、基本設計のため設計会社を

交えて職員の話し合いを行った。 

職員が主体となり新定員での保育をどう考えるか、災害時の避難をどう考えるか、など

具体的な保育場面を想定しながら新しい保育・新しい園舎の検討を行い、新年度は月 2 回

の予定を組んで新定員・改築への話し合いを重ねる予定である。 

 

５．保育計画に関する報告 

（１）保育園開所時間 

１１時間開所保育 ７：１５～１８：１５、１時間延長保育 １８：１５～１９：１５ 

を実施。土曜親子行事の際の後の保育も受け、クリスマス祝会後の全員参加行事後の保育

も実施。延長保育の利用は、定期の申し込みが増えた。 

（２）特別保育 

○産休明け保育の受入れ：産後４３日からの受入れだが今年度産休明けの利用はなかった。 

○一時保育：今年度 3 歳児の空き定員があり、夏季・冬季に幼稚園児の一時保育がよく利

用された。また、転居に伴い退園する園児が引っ越しまでの数日一時保育を利用すること

があった。 

（３）保育の重点課題の総括 

○０歳児クラス 

４月当初担任４人に園児６人からのスタートで慣らしをゆったり行えた。緩やかな担 

当制で落ち着いた保育ができた。７月から体調不良の職員が病休(その後産休）となっ 

た。もともと基準外を配置し４人担任にしていたので、運営上は問題なかったが、病 

休職員の情報開示に対してご意見があった。９月から弾力入園の２名受け入れ再度４名 

担任とし、代替職員担当を配置した。給食室・クラス内の連携不良で麦茶誤飲事故を起 

こしてしまったが、保護者との信頼回復に努めた。 

   何度か布おむつカバーが行方不明となったので、汚れものの分別の方法に工夫を行 

った。また、育児時短の職員が多く、担任数も園で一番多いクラスのため、情報の共 

有が難しく、事故再発防止等を機会に改善の話し合いを重ねた。 

 

○１歳児クラス 

４月の新入園児が例年に比べ多く、８月ぐらいまで入退所があり子どもの出入りが 

あったが、比較的児の保育園への慣れが早かった。発達的に怪我の増える年齢のク 
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ラスでもあるが、担任が、日常のやりとりを大切にし、保護者連絡等迅速な対応を 

心掛け、保護者と良好な関係を保てた。 

 

○２歳児クラス 

家庭の状況を職員が十分理解し、支援的に関わることで、配慮の必要な家庭と関 

係を良好につなぐことができた。関係機関と連携している家庭については、職員の 

意見を園長が他機関と相談し、ケースカンファレンスの方針を共有しながら対応し 

た。 

 

○３歳児クラス 

地震放射能不安で、長期休みや退園した家庭もあり、１クラスの人数が１０人以 

下の日が多かった。期中、保育補助担任の変更があったものの、一人担任でも落ち 

着いて保育できた。食物アレルギー対応児の多いクラスであるが、誤食事故なく過 

ごせた。 

    食材不安から弁当持参の家庭があったが、関係部署で相談に乗って、保護者の意 

向をうけとめられた。 

 

○４･５歳児クラス 

発達の気になる児も成長がみられ大きな逸脱もなく、クラス全体のびのびと過ご 

せた。５歳児では、2 学期頃一時子ども同士の関係で仲間外れやいたずらなどがあ 

り、子どもたちや保護者にも伝え、問題を共有化した。２月には CAP 子どもワー 

クも行い子どもたちに気づきを促した。 

    行事が多いクラスだが、地震の影響から遠足の計画が立てにくく苦労があった 

計画の立て方が前半はバタついたが、夏ぐらいから早めの取り組みを心掛けた。祝 

会降誕劇のピアノ担当の練習不足による直前の担当交替は、残念であったが、大き 

な行事は、主任の指導も得ながら、まとめあげることができ、年長担任は就学を意 

識しながら年度末を工夫できた。 

 

（４）給食室 

① アレルギー除去食の実施。昨年に比べ食物アレルギー除去希望児は減ったが、除去内

容は多様なため、都度、保護者と話し合いながら除去を行い、調理の際には事故のない

よう十分配慮し、盛り付けや保育への指示、看護師との連携を十分とり対応した。アレ

ルギーの心配な保護者への相談も根気よく対応していた。 

② 食育は給食室が取りまとめ、保育・保健と連携し、計画通りの活動を行った 

③ 子どもの状況に即し、保育士の要請に応じた調乳・間食の提供をおこなった。 

④ 散歩用の麦茶の管理不徹底で誤飲事故を起こしてしまい、その後再発防止に努めた。 
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⑤ 当初、給食室内だけで、産地の管理をしていたが、苦情解決の中で産地のみ、保護者

への公開を行った。乳児で不安の高いミルクや水の問題にも関心を持ち、新年度に向け浄

水装置導入等の検討を始めた。 

⑥ この２年間職員が定着せず、常勤職員への負荷が高まっているので、今後業務の省力

化のため給食ソフトの導入についてのを検討を始めた。 

 

（５）保健活動 

きめ細かに保護者と子どもの健康状態の情報交換を行い、感染症拡大のための啓発活動

や情報提供や健康相談を実施した。看護師が保健の課題を探し、検討して保育に提案する

等行った。麦茶誤飲事故では、園医との連携をしっかり行い、保護者への説明も簡潔で分

かりやすく、保護者からの信頼が高かった。 

また、健康なからだづくりのために幼児クラス(３・４・５歳児)のクラスに対して看護師

による、健康に関する教育指導を実施。５月手洗い(２歳児対象）・歯磨き指導（歯科衛生士

とともに歯の染めだ）（４・５歳児対象）２月ウンチの話(３歳児対象） 

メンタルヘルス委員を担当し、職員のメンタルヘルスのアンケートの取りまとめを行っ

た。 

① 身体体測定月１回 ②内科健診年２回（４．９月） ③歯科健診年２回（４．１０月） 

④ギョウチュウ検査年２回（５．１０月） ⑤耳鼻科健診・眼科健診年１回(５～６月) 

⑥健診(０歳児クラス)毎月２回  ⑦保健便り発行(月１回) ⑧職員健診(６月)  

⑨職員検便(給食・０歳児)毎月１回 ⑩職員インフルエンザ予防接種(１０月) 

 

（６）園の主な年間行事(下線は地域交流活動) 

＜子ども行事＞ 

4 月：入園歓迎会・ 進級入園/イースターお祝い会・全体保護者会･父母の会総会 

5 月：こどもまつり・ 幼児合同散歩 

6 月：花の日集会・ 花の日感謝訪問・ 年長遠足・ 小学生園児交流観親子劇会 

7 月：プール開き・ 七夕集会 

9 月：総合防災訓練・保護者引き受け訓練･お月見集会 

各クラス保護者会・敬老集会・敬老週間 

10 月:運動会・幼児芋ほり遠足 

11 月：おみせやさんごっこ・もちつき会・勤労感謝活動・聖話 

12 月：クリスマス祝会 

2 月：節分・CAP 保護者講演会・CAP 子どもワークショップ 

3 月：ひなまつり(クラス単位)・卒園児を送る会・卒園式・お別れ遠足 

※毎月１回：誕生会 ※月１～２回：デイケアサービスセンター訪問(高齢者交流) 
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＜保護者会・参観＞ 

年 3 回：4 月(全体保護者会後)・9 月・1～3 月※希望者は随時参観可 

 

６. 安全対策と事故防止 

○防災対策 

震災直後から３カ月ぐらいの間に保護者からの意見提案や内部での検討を行い各種の対

策を講じた。 

・園外保育専用携帯電話の導入 

・保護者・職員一斉メールサービスの導入 

・避難袋備蓄の協力呼びかけ・迷子札の作成 

・緊急災害引受人指定の見直し 

・散歩・遠足の方法の見直し 

・備蓄品の購入充実 

・緊急時避難先の保護者への周知 

・避難袋の点検（月一回） 

 このほかに例年通り、定例の園での園児避難訓練(毎月）、職員消火訓練(毎月）、備蓄品

調理・試食体験、保護者と共同でのＮＴＴ伝言ダイヤル訓練(年２回）、緊急メール送信訓

練(年２回）、引き取り訓練などを実施した。 

 

放射線対策も保護者からの要請が多かった。 

・食材の産地公開、安全な産地からの納入依頼 

・年度末に調乳用水の購入(新年度から実施） 

・放射線測定(園内年２回・遠足先１回） 

 

○事件・事故対策 

９月に誤飲事故の対応について保護者から第三者苦情解決委員への相談希望があり、委

員とご相談し、保護者の考えに耳を傾ける御意見伺い会を１０月・１１月と開催し、保護

者との相互理解に努めた。また、同時期取り上げられた、数年前にあった公園での置き去

りの事故の件も、同様に対応し、経緯を全保護者にも伝え、園への信頼回復に努めた。 

８月  麦茶の誤飲事故発生・事故対応及び当該保護者に謝罪と事故報告実施 

９月  当該クラス会で事故報告実施・散歩時の置き去り事故開示要求・職員話し合い 

１０月  第１回苦情解決第三者委員を伴うご意見伺い会開催・職員話し合い・紙面にて

保護者全体に事故報告を行い誤飲事故終結・夜職員話し合い 

１１月  第２回苦情解決第三者委員を伴うご意見伺い会開催・職員話し合い・苦情解決

委員へご相談 

１２月  職員話し合い・当該の保護者へ謝罪説明・書面で全体保護者に事故報告を行い
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散歩事故終結 

３月  苦情解決第三者委員年度末報告会 

 

７．福祉サービス第三者評価の結果と対応 

○評価結果の概要 

１２月下旬に保護者に配布し、１月中旬締め切りで利用者へのサービスアンケート評価

を受審した。委託先：特定非営利活動法人 NPO 専門職ネット 

回答率は５９家庭中２７家庭と低かった。苦情解決があり厳しい評価を予想したが、総

合評価では「不満」と回答した家庭は無かった。また、自由記述では震災以降の園の対応

についての意見が散見された。一方、苦情の保護者と同意見の保護者だけではない、とい

う園を励ましたいという意見もあった。個人情報の扱いについてとセキュリティについて

の意見が見受けられた。（設問は総合評価を除き、「はい」「いいえ」「どちらとも言えない」

との３段階評定） 

 

【特に良いと思う点】 

｢食事の提供｣｢体調変化への対応｣｢子どもの尊重｣｢職員の対応｣｢外部の相談窓口｣｢利用前

の説明｣について８９％以上の回答が「はい」と肯定的回答。 

｢きめ細かな保育｣｢小規模でアットホームな良さ」「寄り添うようなケア」などを評価。 

【さらなる改善が望まれる点】 

｢安全対策｣｢要望不満の言いやすさ・対応」の回答が他の設問に比べ｢はい｣回答が少ない 

・職員と保護者との会話の中での個人情報の扱いや、災害時・事故予防などについての取

り扱いに対する迅速さへの改善が求められた。 

・数年ぶりに園のセキュリティ(門扉の低さ等）への要望が復活している。 

 

８．苦情受付第三者委員会の取り組み 

例年、大きな苦情解決なく過ぎていたが、今年度に限っては震災以来保護者の要望が多

く、また事故対応に苦情解決委員への相談希望があり、９月以降数回に分かって園からの

相談、保護者からの御意見聴取などの依頼を行い、活発に活動していただいた。 

苦情解決委員のご助言と現場の意見が一致しないこともあったが、第三者として、助言

をいただけ、問題解決への後押しをしていただいた。 

           ※６. 安全対策と事故防止 参照 

 

９．職員の育成と研修および職員のメンタルヘルス 

（１）下記の内容を盛り込んだ職員研修計画を策定実施 

①外部研修派遣 

外部研修派遣を行ったが、早番出勤後の研修参加はきついという意見もあった。 
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②研修係による職員企画の研修 

１０月に改築計画が確定したため現状の振り返りと今後に向けての意見交換を実施した。 

③ 他施設との交流研修の実施 １１月～３月改築に向けての見学研修に振替実施した。 

 

（２）職員のメンタルヘルスアンケート実施 

１１月に実施集計した結果では精神衛生の評価が低く、全体に疲労していた状況があっ

た。１０月に発表された正式な定員増と改築の計画に、それまでは将来像としての改築構

想が急に目前となり、災害後の混乱や苦情解決のさなかにある中での発表に、気持ちの整

理がつけられない職員が多数いた。保護者の苦情解決と、行事で多忙なタイミングとが重

なって、心身共に消耗・疲弊し不安が強まり、渦中に実施したメンタルヘルスのアンケー

トでは不健康な傾向が顕著となり、たまっていた不満・不安をはきだす結果ともなったと

いえよう。 

そのような環境の中、保護者と直接対応し、いつも通りの保育を維持していくことの職

員の努力は大変だったと思われる。だが、職員は、日々、支障なく保育を行い、大きな行

事を成功させながら、保護者との信頼を維持し続けてくれた。この結果が、今後の糧とな

るよう、新年度は、職場衛生環境の改善を推進していく。 

 

１０. 子育て支援、地域連携、機関連携、地域交流事業等 

保育所体験事業や職員によるベビーマッサージの子育てサークル支援、離乳食試食会が

好評。健康発達相談も定着してきた。 

① 育児講座の実施     看護師による乳幼児の育児と健康講座 年 6 回 

② 保育所体験事業     親子で保育クラスに参加体験 毎月実施 

③ 出産前の保育体験学習  妊婦の方の 0 歳児クラス体験 年 6 回 

④ 子育てサークル支援   ベビーマッサージサークル 年 6 回 

⑤ 情報紙発行       仲良し通信年 10 回発行 

⑥ 出前保育        児童館・広場・公園での出し物や育児相談 年 8 回 

⑦ 健康増進支援      園医による健康発達相談の実施年 6 回 

⑧ 離乳食試食会      育児講座・妊婦の保育園体験として 

⑨ 新宿区ショートステイ協力家庭認証研修協力認証のための研修の講師 

 

１１．ボランティア、実習生等の受け入れ 

今年度は下記の通り受け入れた。できるだけ子育て支援活動などにも関わってもらった。 

① 年間のべ１４名の、看護学生及び保育学生の実習受け入れた。 

② 夏休み期間中高生の職場体験実習の受け入れは四谷中１校のみだった。 

③ 年間を通した小中高校生の保育園体験ボランティア活動の受け入れは希望がなかった。 
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１２．３カ年事業計画 

（１） 保護者と子どもの育ちや保育を共有していく保育園 

保育園からの情報発信をきめ細かく対応していきたい。という方針を立てたが、地震原

発事故以降、定例以外の対応が、後手後手に回りがちになってしまい、何もかもが不安な

保護者にとっては、園の対応のスピードも不満となった。保護者からのご意見伺い会等を

開催し、後半できるだけ早めの情報提供を心掛けた。この苦情解決を教訓とし、情報提供

の手順を見直したりして、できるだけ早く不安要因となる出来事やその対応について保護

者に伝達するよう心がけた。 

また、主任をリスクマネージャーとして育成することとし、12 月～2 月に主任を研修派

遣した。園の理解を深めてもらうツールとして、ホームページ委員会に職員３名を充て、

新しいホームページの制作に取り掛かった。ポリシーブック作成の検討まで手が及ばず、

課題として積み残した。 

 

（２） 大災害を踏まえたあらたな防災体制作り 

震災後、放射能事故や計画停電など、未経験の様々な社会の状況に対応するのに手いっ

ぱいであったが、園では、独自の対応も検討し、6 月には法人としては初めての緊急時一斉

連絡メールを導入したりした。また、保護者から質問された内容をまとめて知らせたり、

大人が落ち着いていつもの生活を送ることが今一番大事である旨の園の考えを知らせたり

した。今後災害時に活かせる防災体制を検討すると計画したが、乳児院との連携等、検討

着手できなかった課題もあり、次年度も継続して検討する。 

※６. 安全対策と事故防止 参照 

 

（３） 子どもの発達に基づいた,今と先を見通した保育の見直しと充実 

今年度は災害への不安がぬぐえず、先ずは安全第一の保育活動を行った。 

二葉南元保育園保育課程見直し、食育における保育と給食の活動の研究、０歳児の担当

制保育の研究等、年長組の他保育園・幼稚園との就学前交流保育の検討できず。今後の検

討である。学童保育室については四谷第六小学校の学童クラブの見学を実施した。 

 

（４）次世代を担う職員の育成･組織作り 

※８．職員の育成と研修および職員のメンタルヘルス参照 

 

（５）利用者アンケートの実施 

※７．福祉サービス第三者評価の結果と対応参照 

 

(６)待機児童対策への貢献 

※４．運営に関する報告参照 
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平成２３年度 二葉くすのき保育園 事業報告 

              

Ⅰ．平成２３年度概況         

東日本大震災は多くの犠牲を出し、１年たった今も復興、復旧はなかなか進まず、

原発事故による放射能汚染は、いつ収束するのか分からない状況に、子育て世代への

不安を広げている。日本全体が危機的な状況にある中、「子どもたちの命を守ることと

は？」という問いを、様々な状況で問い続けた一年であった。そして震災を通じて、

保育所に、子どもを保護し安全を守る機能が大きくあるということも証明された。 

「すべての子どもが愛され、健康に育つことを願い、愛と理解と敬意を持って養育

されるために活動します」という法人理念に立ち返り、子どもにとって何が最善かを

問いつつ一つひとつの課題に取り組んできた一年であった。 

「子ども・子育て新システムに関する基本制度とりまとめ」が決定され、関連法案

が３月末に国会に提出されており、保育制度も今大きな節目に立たされている。 

都でも児童福祉審議会専門部会の中で、保育所の居室面積基準緩和等が打ち出され、

これも３月の都議会で条例化された。国や都の子育て施策の論議は、どれだけの子ど

もを保育所に入れるかということに重点が置かれ、「子育てのあるべき姿」「どんな子

どもに育てたいか」の子ども像が論議されていない。子育ての困難さを抱える親たち

の本当の支援は、一人ひとりの子どもにしっかり向き合い、その子どもをその子ども

として理解し発達を助け成長を共に喜ぶというその一つひとつを丁寧に体験していく

ことではないかと思う。 

そのような社会変化の中で子どもたちの生活や健康、発達はここ近年大きく変化し

てきており、くすのき保育園の中で積み重ねてきた保育内容は、より大きく子どもた

ちにとって意味を成している。くすのきの保育を次世代保育者や子どもたちの保護者

に伝え、さらにいっしょに考え合っていくことは、今の時代を生きる子どもたちを支

援する大人の側の大きな責任として、今年度の二葉くすのき保育園の活動を行なって

きた。 

 

Ⅱ．運営          

１．職 員          

園 長 1 名  保育士 ２０名  看護師 1 名  栄養士 ２名  調理員等 １名 

パート １１時間開所保育補助 ９名（短時間保育士２名 再雇用職員含む） 

用 務 １名(再雇用職員) 調理補助  1 名  事務補助 1 名 

嘱託 言語聴覚士 1 名  臨床心理士 １名(乳児院出向職員)   嘱託医 1 名 

 

（１） 保育士１名９月１日付育休復帰。保育士１名１月２日より翌年度１２月まで産
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休・育休取得。代替保育士(契約職員)４月より２年間雇用。 

（２） 職員夏期休暇・研修休暇取得のため、８．９月アルバイト採用。今年度は保育士

養成大学生・栄養大学生４名を採用。年々夏期の子どもたちの出席率は高く、ほ

とんど人数が減ることはない。       

 

２．児童受託状況（定員 100 名 暫定定員 98 名）      

（１） 年間延べ定員１１７６名に対して月別入所児童は下記の通り。入所率９９％。４

月９８名でスタート予定であったが、３月末震災の影響で転居による退所が出て

９７名でスタートした。５月３歳児入所により９８名。６月末３歳児１名転居に

より退所。７月３歳児１名入所で年度末まで９８名で推移。調布市は待機児童が

多いため、兄弟姉妹で別の園に通っている子どもが増加している。 

 

（２） 平成２２年度も調布市全体としての待機児問題は深刻で、認可保育園受入人数増

１２７名あったにもかかわらず、２２５名（前年度比マイナス２４)の待機児とな

っている。０歳児、１歳児、２歳児の入園希望者が多く、年間入園希望見学者も

多数あった。乳児枠増員（０歳児３名・１歳児４名）は今年度も継続して実施し

ている。 

 

（３） 管外受託児  なし                                                                                                                                           

       （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．延長保育事業利用状況        

延長保育を希望する登録者は最終的に６９名。月別年齢別延利用者数は下記の通り。１

日の利用する人数は多い日は２６名となる。６時３０分を超える延長保育の年間平均カウ

ント人数は２２名となった。 

年齢/月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

０歳児 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 156 

１歳児 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 192 

２歳児 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 204 

３歳児 19 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 239 

４歳児 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 180 

５歳児 17 1７ 1７ 17 17 17 17 17 17 17 17 17 204 

計 97 98 98 98 98 98 98 98 98 98 98 98 1175 
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０、１、２歳児の延長保育児も多く、子どもの生活を守るために３ヶ所の部屋（３，４，

５歳児・１，２歳児・０歳児)で延長保育を実施しており、常勤保育士・パート各１名ずつ

計６名の配置で対応している。        

（単位：人）   

年齢/月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

０歳児 0 11 23 19 12 23 24 25 23 34 42 42 75 

１歳児 14 13 27 22 30 28 32 36 30 37 33 53 748 

２歳児 56 48 74 79 81 84 86 87 85 91 96 106 1022 

３歳児 108 100 122 112 92 102 110 101 95 93 90 88 859 

４歳児 55 55 71 74 82 64 53 62 52 49 49 56 820 

５歳児 68 61 68 62 64 55 62 70 48 61 59 71 611 

計 301 288 385 368 361 356 367 381 333 365 369 416 4290 

 

４. 安全管理・防災・防犯対策       

（１） ３月の震災後、園内で災害対策を見直し、防災頭巾・携帯電話・ランタン等災害

用品の購入を行なう。備蓄食品に関しても、保存水の適切量・ｱﾚﾙｷﾞｰ児の食品考

慮等、専門家と相談しながら点検、買い替えを行なう。９月には災害用非常食体

験訓練を行い、２歳児以上のクラスで、実際に子どもたちの前で非常食を暖めて

みたり、おにぎりを子どもたちも握ったり、災害時の実際を共有しながら試食を

する。保護者にも試食してもらう。 

 

（２） 保護者に対しては、５月に「緊急災害時の対応について」という文書を出し園側

の基本的な対応の確認を行い、緊急災害時引渡し確認書を提出してもらう。そし

て「１７１カード」（災害伝言ダイヤルの聞き方、園の電話番号、緊急災害時引渡

し者氏名・電話番号を記載）を作成し、常時保護者に携帯してもらう。災害伝言

ダイヤル体験訓練（８月・１１月）を保護者と共に行なう。 

 

（３） 原発事故対応については、事故直後から４月の間自主的に外遊び・園外保育をや

め、５月初旬に自主的に園内・園庭等何ヶ所か放射線量測定を実施。（保護者の申

し出で測定器を借りることができた）その後調布市による園庭の放射線量測定に

関しても保護者に周知する。給食食材の対応については年間何回か保護者にもお

知らせを出す。栄養士も含め、園長・職員は何回か放射能の影響についての学習

会に参加する。現在も継続中。 
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（４） ヒヤリハット検討会は定例化。各クラス１名参加。他のクラスの状況がよく分か

り、全体で注意すべきことを認識できる場となり充実した検討会となる。検討会

で原因を究明していくと、クラス内では見えなかった家庭環境や生育暦で気にか

かったことなど、様々な視点から分析することができ、対策に生かすことができ

る。事故件数も年間１件と大幅に減少し、ヒヤリハットの段階で危険因子を検討

し意識的に注意してきた成果といえる。 

 

（５） 園庭チェックリストにそって、週二回程度チェックを行う。職員全体の園庭に関

する危険についての認識も高まった。クラス安全点検も４月、１０月に実施。チ

ェックされる箇所も少なくなり、改善も早い。 

 

（６） ９月に安全管理シミュレーション訓練を職員全員で園内研修として実施。危機感

を再認識できとてもよい研修となる。次年度以降も年間何回か安全管理委員会を

中心に計画していく。 

 

（７） 施設面では、玄関側２箇所の出入り口は全面的に施錠、暗証番号キーによる自動

開閉にしている。暗証番号も毎年変更している。 

 

（８） 毎月の避難訓練に加えて、今年度は９月に防災訓練を複数回実施、非常持ち出し

袋の点検に関しては４月は委員会で、１０月は各クラスで行なう。中身を知る良

い機会であった。 

 

５．職員研修 

   研修委員会を設置。園内研修希望アンケートを全職員にとり園内研修内容を企画

化、計画的に取り組むことができた。保育、保健、食育、自然と向き合うこと等、

学ぶことはたくさんある中、その年の課題は何か？何を学びたいか？職員一人ひと

りの声を取り入れ、計画・実践していくことができた。園外研修も研委員会を中心

に参加を呼びかけたり、振り分けをしたり、結果報告の設定をしたりすることがで

き多くの研修に参加している。 

 

 （１）園内研修        

 イ．新人研修 新人参加 

    ロ．わらべうた西山研修 年間８回(月１回) 講師 西山裕子 

    ハ．５月：アレルギー・湿潤療法 講師 看護師 

    二．６月：熱性痙攣対応 昼３回同じ内容で 講師 看護師  

    ホ．６月：わらべうたをうたう 
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へ．７月：「現在の保育園の現状と保育園をとりまく状況」 

     ﾚﾎﾟｰﾄ 園長・給食室・乳児・幼児 第三者委員 

ト．９月：救命救急の復習・災害時シュミレーション 講師 安全管理委員会 

チ．９月：「子ども・子育て新システム」を巡る情勢・障害者福祉からみた「子ど

も・子育て新システム」講師 園長・斎藤乾吾 

リ．１０月：秋の制作（マリーゴールド・たまねぎの皮での染物）  

講師 ﾛｰｽﾞﾏﾘの会 

ヌ．１０月：軍手人形制作 講師 森本裕美 

ル．１１月：わらべうた実践報告 報告 わらべうた研修参加者 

ヲ．１２月：クリスマスリースづくり 講師 ﾛｰｽﾞﾏﾘｰの会 

ワ．１２月：「子どもたちをとりまく社会環境について」 

～面談からみえてくるものﾚﾎﾟｰﾄ 各クラス ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

カ．１月：個人研修報告 ｺﾐｭﾆｭｹｰｼｮﾝ研修の報告 

ヨ．２月：給食ｾﾐﾅｰ参加者報告 ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

タ．３月：「戦争と保育」～保育疎開があった！ 「震災ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに行って」 

     講師 古橋研一 第三者委員を交えてｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

レ．トレード保育 それぞれのトレード部署での話し合い・感想文回覧 

 

（２）園外研修        

 調布市職員専門研修 調布市保育園協会主催  年間 ７回 職員２１名参加 

調布市民間保育園栄養士会・看護士会・主任会 年間各３回  

栄養士・看護師・主任・園長参加 

保健部会・給食部会 東社協保育士会主催 看護師・栄養士参加 

子育て支援者のための学習会 ｺﾀﾞｰｲ芸術教育研究所 職員１名参加 

乳児保育・障害児保育研究会 東京経営懇主催 年間７回 職員３名参加  

 その他単発の調布市・東社協・民間保育園協会・調布府中保健所等主催の研修会

と放射能汚染に関する研修会に複数回職員が参加している。    

 

（３）自主研修 

   コダーイ芸術教育研究所 教育研究所ゆずりは等主催の研修に、ほぼすべての職 

員が自主的に参加している       

          

６．運営の組織強化 

（１）運営委員会月２回の会議を定例化。園長を含めて９名の構成。 

集団運営することにより、園全体のことを職員全体で把握できるよさがある。 

緊急を要する案件については一任されることはあっても決定機関ではなく、保育
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園の運営上のことを検討、協議し全体職員会議での最終決定を円滑にするという

機能、また各委員会の活動を把握点検、検討をしていく機能、園内人事委員会と

しての機能等、運営委員会の機能を確認する。 

 

（２）職員研修・安全管理・環境整備・行事・ホームページの各委員会に職員全員が参

加し、それぞれの活動をすることができた。 

 

 ７．実習生受け入れ         

保育実習生６校延べ１４名  看護実習生１校５名受け入れ。   

小中高生育児体験・職場体験 １０名 ２１日間受け入れ。   

                                         

Ⅲ．処遇 

１． 保育 

年間を通して事故もなく各行事も無事に終了した。 

現在、子どもたちはほぼ全生活を保育園で暮らしている。人格の基礎部分の安定を

培う場、子どもたちの健康・発達の保障をほぼすべてゆだねられている場である保育

園の生活。私たちは子どもたちの年齢の発達の特徴を深く知ること、その上で子ども

一人ひとりの発達のペースを守ってあげること、集団に１０時間以上いる子どもの立

場にたって、ゆとりあるかかわりを持つこと、生活体験の乏しい子どもたちに保育の

場で様々な生活体験を保障していくことなどを重点に保育を行ってきた。わたし達が

積み重ねてきた乳児保育の育児担当制、流れる日課、幼児保育の異年齢児保育、課業、

そして子どもの自発的な遊びを大切にする環境づくり、わらべうた。これらを大切に

深めながら、今いる子どもたち一人ひとりの保育を行ってきている。 

３月に起きた大震災後、基本的に「子どもたちの命を守ること」がどういうことで

あるのかを、保護者と共に、そして保健・給食室等園を上げて模索した一年であった。

緊急災害時の対応、日常保育の点検、給食食材の選択模索等職員一人ひとり学びなが

ら、討議し、実践してきている。来年度も引き続き学習を深め緊急時マニュアルのよ

り一層の具体化をもとめて見直しをしていく。 

           

 ２．子どもの保護者への支援        

現代の「家族、子育て、家庭生活」がどのように変容しているかを、私たち自身が

科学的に捕らえ分析していくために、様々な角度から現代の家族が置かれている現状

を、研修を通して職員全員で学習してきた。そして「親・家族の身近な存在・場所」

としての保育園を追及してきた。何でも言える。いっしょに考えてくれる。そこで子

どもの成長に大切なことを見つけ、足りないものを明らかにする。そのことの大切さ

を日々の保護者との関係で探ってきている。それと同時に、子どもの発達、一人ひと
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りの子どもの理解を助けるため、保護者会・ｸﾞﾙｰﾌﾟ懇談会・保育参観・保育参加・面

談・交流会と、様々な機会を通じて一人ひとりの親を理解すること、そして保護者が

子育てに楽しく、前向きに向かえるように保育園という場が役立てるよう努力してい

る。今年度より、乳児院の職員長田さんに、月１回来ていただけるようになり、言語

聴覚士川野さんと共に、保護者からの相談体制も整いつつある。 

 

 ３．保健          

５、６月と年末、０歳児クラスで胃腸炎流行。嘔吐、発熱が無い限り欠席すること

がほとんどなく、結果的に長びいたり流行してしまう。下痢時の対応、登園基準につ

いて、保護者にしっかり周知することが必要である。７、８月手足口病が流行。登園

停止ではないこと等から、乳児のほとんどが感染した。２月半ばから幼児クラスを中

心にインフルエンザ流行。予防接種量が増えたこともあり、熱が上下したり微熱で経

過したりして、なかなか診断がつかない場合が多かった。今年は全国的にインフルエ

ンザが大流行したが、原因として新しい治療薬(イナビル)の影響があるともいわれて

いる。どの感染症も保護者が忙しいこともあり、病後ゆっくり休むことができない状

況があり、そのために子ども自身の回復も遅く、感染も集団ゆえに広がりやすい。感

染症に対する理解、子どもの体調への対応、集団保育における感染の理解等、きめ細

やかな説明の必要性を感じている。 

食物アレルギーの子ども１０人。わかりにくい食材として「ごま」があったこと、

玉子の解除の段階が違う子が同じクラスに複数いる等除去食が複雑になっている。給

食室、クラス担任、保護者との連携がとれ、除去食の流れも定着してきていて誤食は

なかった。しかし、常に認識と危機感を持続的に持ち続けられるよう働きかけること

が必要であると共に、よりわかりやすく、事故がないように指示書の段階を次年度よ

り見直すこととした。 

ぜん息１４人。季節の変わり目や気圧の変化で発作がでやすい。 

乾燥性の皮膚トラブルが目立つ。年々、人数的にも増え症状も悪化してきている。食

物、環境、化学物質、洗いすぎなど様々な因子が関連してのことではないかと思われ

る。家庭での保湿等ケアが重要だが、いろいろな方法で呼びかけているが、保護者の

多忙さや認識不足からかなかなか改善されない。蕁麻疹、湿疹既往も７人おり、原因

がはっきりしないタイプのものが多い。 

湿潤療法について、夏井医師の研修参加（園長・看護師）の報告、園内研修で職員

に周知できた。園医よりデュオアクティブをもらえているので、高価な被覆材が使い

やすくなった。保護者の認識にまだ差があるので、理解を得られる場合のみ使用し、

保健だよりなどで効果・方法を伝えていきたい。 

園医が４月より変わり全園児健診を３回/年、０歳児健診１回/月にする。体調面で

気になる子どもは適宜診てもらうようにしたので問題はなかった。地域で診療をされ
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ている医師なので、地域の感染症流行状況など週１回送付していただき、その年の特

徴等ほしい情報が得られている。保健だより月一回発行した。   

  

４．給食            

年間の食育計画をたて、幼児ｸﾗｽでは栄養士による野菜の課業・魚の課業に取組んだ 

り、クラスオリジナルスープ、味噌汁を子どもたちと一緒に考えたり、５歳児が園芸

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方々といっしょに、田植えから、稲刈り、天日干し、脱穀と全工程を体験し、

玄米を収穫。その玄米を炊いて、自分たちで手作り梅干をいれておにぎりを作ってパ

ーティーを行う。２月には５歳児がお茶会のためのクッキーづくりに取り組む。庭の

野菜も本当に食育に役立っている。乳児・幼児共に、野菜ができるのを本当に楽しみ

にし、水やりをしたり、実った野菜をその場で食べたり、いっしょにゆでたり塩もみ

をして食べたり。また１･２歳児のクラスでも、ホットケーキ焼きなどに取り組む。と

ても喜んで良く食べ、その後子どもたちの遊びの中にも出てくる。 

アレルギー児は近年増加しており、除去・代替の食材も多様になり対応が大変であ

る。調理、配膳、食事と誤食が起こらないようにあらゆる場で対応策を考え、マニュ

アル化する。献立会議を月一回定例化し、栄養士、看護師、関係児童担任で、献立表

を元に確認をしている。やはり入園・進級時・延長保育捕食等誤食が起こりやすいた

め、献立自体の立て方（間違えやすい食品を使わない・卵、乳等アレルゲンを含まな

い延長捕食おやつの固定化など）も工夫をおこなう。また、ｱﾚﾙｷﾞｰ食配膳の食器、ト

レー等も工夫をして、ミスの無いように考える。 

原発事故の影響による放射能汚染による食材の対応に奔走した年であった。初めて

のことで情報が錯綜する中、職員全体で多方面からの情報収集を行い、いろいろな角

度からの学習会にも参加したことが食材の対応を考える上での大きな収穫となった。

保護者への対応としても早い段階で園の食材に対しての方針を周知することにより、

その後の大きな混乱の回避につながった。それでも心配な人には、個人対応という形

を取っているが、全体で２人程度にとどまる。食材の対応 ①震災直後：魚のﾒﾆｭｳｰを

減らし、産地限定。その他の野菜は残留放射性物質検査を行なっている東都生協もし

くは西日本産のもの。②６月：牛乳はよつ葉乳業のみから納品。チーズは原材料の安

全性を確認して納入。③７月：魚のﾒﾆｭｳｰを産地限定のまま戻す。④９月：生しいたけ

の使用中止。お米は早場米がで始めるため業者を替え、秋田県産へ。その後２２年度

米を１２月まで前の業者より納入。１２月以降は合鴨農法の長野県産米を納入。⑤１

１月：卵とじなど主食、主菜で卵を大量に使用するﾒﾆｭｳｰを見合わせ。きつねうどんも

卵なし。⑥１２月：小魚使用見合わせ。⑦現在：食材は、できるだけ検査を受けたも

のを使用するよう努めている。その都度給食だより等で保護者にも知らせている。 

園で使っている添加物なしの調味料や食材、自然食のお菓子等展示して、保護者へ

食の安全の知識提供も積極的に実施している。職員への知識提供のために、園内研修
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も行う。今年度は給食ｾﾐﾅｰの実行委員として給食室から１名送り出し、他の園の状況

や様々な情報を得る機会になった。保育園における「食」の意味について園全体で深

めるきっかけになっている。献立表月一回発行。給食だより随時発行。 

 

５．主な年間行事 （別表１ 参照） 

 

 

Ⅳ．地域交流事業（別表２ 参照） 

今年度も保育所体験事業、サークル支援事業、異年齢児交流事業、世代間交流事業、育

児講座、出産前後の親に対する体験学習事業、出前保育、地域だよりの発行、マミーハウ

スすくすくとの連携と 4 月より数多くの事業を行なった。 

身近に話し相手がいなかったり、安全な遊び場がなかったり、子育て家族が孤立してい

るといわれる中、安心・安全で親子を暖かく受け入れることのできる施設としても、保育

園の果たす役割はますます大きくなってきている。 

 

 

Ⅴ．環境整備 

１．都営くすのきアパート耐震診断結果について 

（１）６月２４日東京都都市整備局住宅整備課改善計画係建築担当・折衝調整担当訪問 

（２）耐震診断結果 Ｂ１ 耐震性不足あり 

（３）結果報告が遅れたこと 

結果自体は昨年度夏に出ていたこと。都営住宅は多くあり、１階部分保育園とい

う例もたくさんあり、結果公表にあたり調整が必要。調整部署を作り話し合いを

行なっていきたい。 

（３） ｽｹｼﾞｭｰﾙ：公表７，８月 基本計画２３年度内 ２４年度実施計画 ２４年度末ま

でに工事実施か。 

（４） 経費に関しては按分に 耐震補助に関しては調布市・東京都・国との話し合いで

可能かもしれない 

（５） ２３年８月１日～１０月下旬 くすのきｱﾊﾟｰﾄ１号棟居住部分廊下・バルコニー手

摺改修工事 

 

２． 園内施設修繕・整備・機器購入                    

（１） ４月・１０月：乳児砂場抗菌管理 

（２） ５月：園庭樹木剪定・消毒 

（３） ７月：調布市保育課 園庭放射線量測定 

（４） ７月：乳児相談室 エアコン修理 
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（５） １月：さくら・いちょう・くすのき部屋テラス側窓ガラス強化ガラスに入れ替え 

（６） 給食室カウンターガラス入れ替え－透明に 子どもたちから見えるように 

（７） ０歳自室子どもがぶら下がれるポール取り付け・０歳自室網戸取り付け 

（８） ２月：１・２歳児室押入れ コット置き場改修 １・２歳児用コット購入 

（９） ３月：つぼみ室沐浴室の床張替え 

（10） ３月：乳幼児砂場３ヶ所 砂入れ       

 

 ３．園芸ボランティアによる園庭の整備       

「ローズマリー」（「四季の会」有志改め）の方々が今年度もボランティアに入ってく

ださる。園庭の草花の手入れや野菜作り、米作りと大きく活躍していただいた。基本的

には月一、二回一日子どもたちといっしょに計画的に園庭の整備の作業をしてくださる。

野菜の成長から収穫までどのクラスもたっぷりと楽しめた。 

各クラス１名・フリー３名・給食室１名からなる園芸係が定着をし、ローズマリーの

皆さんといっしょに、本格的に園庭の園芸作業に参加する。実際に作業に参加すること

で、四季の会の方々といっしょに活動をスタートする。始めは意気込んでいたが、日々

の保育と園芸の仕事の両立はなかなか難しく、思うようには行かなかった。しかし、四

季の会の方々との話し合い等定例化して、少しずつでも続けることにより、職員全員が

園芸に携わること、四季の会の方々の作業を引き継ぐこと、土作り等自然のメカニズム

を学ぶこと、そして子どもたちにそれを伝えていくことを目標にがんばっていきたい。 

            

 ４．給食室害虫駆除 

  給食室内のゴキブリ駆除のため定期的に業者に入ってもらう。 

 

 

Ⅵ．第三者評価結果報告 

第三者評価利用者調査を実施。㈱学研データサービス。１月に実施３月に結果報告。 

 

 利用者調査結果 

① 総合的な満足度 大変満足 70.6％ 満足 29.4％ 合わせて 100％  

② 満足度の高い項目 

  「提供される食事は、子どもの状況に配慮されているか」100％ 

  「保育所の生活で身近な自然や社会と十分関わっているか」98％ 

  「子どもの体調変化への対応は十分か」98％ 

  「保護者の考えを聞く姿勢があるか」98％ 

  「子どもの保育について家庭と保育所に信頼関係があるか」96％ 

  「一人ひとりの子どもは大切にされていると思うか」96％ 
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  「子どもの発達に合わせた豊かな感性を育む活動・遊びが行なわれているか」

94％ 

  「職員の対応は丁寧か」94％ 

  「利用者のプライバシーは守られているか」92％ 

   「保育時間の変更等、柔軟に対応するか」90％ 

  ③ 昨年度調査と比べてもとても満足度の高い結果となる。今年度は保護者との

懇談も自由に意見交流ができるような場として、「よりみち懇談会」を 3 月に

実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



月 日 保　　育　　行　　事 保　健

4 1 入園と進級 全園児健診

23 クラス懇談会（つぼみ組）離乳食講習会 　

5 各クラス懇談会(いちょう,さくら,もも,もみじ,つくし組） ０歳児健診

母の日を祝う（お母さんの話をしたりﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ製作） ぎょう虫検査

21 のびっこくすのきの会　卒園児･職員OBﾎｰﾑｶﾐﾝｸﾞﾃﾞｰ

6 1 ５歳児　かに山遠足 ０歳児健診

9 歯磨指導 歯科検診

父の日を祝う（お父さんの話をしたりﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ製作） 職員健診

23・24 ３・４・５歳児　野菜の課業（栄養士が説明）

7 市内中学生職場体験実習(３名･延べ５日間） ０歳児健診

2 親子で「わらべうたであそびましょう」

7 七夕会（５歳児のうたと詩･大人の劇とうた･会食）

12 すいかわり（プール開き）

22 夏まつり

8 夏期保育 ０歳児健診

30 １７１災害伝言ダイヤル体験訓練

9 1･16 調布市防災訓練・災害用非常食体験訓練 全園児健診

敬老の日を祝う（祖父母に手紙を書き郵便に投函）

市内中学生職場体験実習(６名･延べ１０日間）

16 保育制度学習会　講師　斎藤乾吾

30 ５歳児　親子遠足　国立科学博物館

10 5 ５歳児　おにぎりﾊﾟｰﾃｨｰ ０歳児健診

15(28） お楽しみ運動会（雨のため途中中止で再度開催） ぎょう虫検査

18 ４･５歳児バス遠足(井の頭公園）３歳児野川散歩

25 ３・４・５歳児　いもほり

11 勤労感謝の日にちなんで、自分たちの生活の中から ０歳児健診

仕事の事について考える 視力検査

1 １７１災害伝言ダイヤル体験訓練

9 ５歳児　調布市郷土博物館見学　

12 こどもまつり

15 ４歳児　消防署見学　　七五三のお祝い

22 勤労感謝の集い　保育園の中の働いている人

個人面談･ｸﾞﾙｰﾌﾟ懇談会･家庭訪問　保育参観･保育参加

12 4 くすのき子ども劇場「荒馬座」公演 ０歳児健診

22 クリスマス祝会　クリスマス会食

1 19 新春のつどい　獅子舞とお囃子とお汁粉 全園児健診

27 ５歳児　ｸﾞﾙｰﾌﾟ別保護者懇談会

28 ＣＡＰ大人のﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(３～５歳児保護者）

３歳児　ｸﾞﾙｰﾌﾟ別保護者懇談会＋親子試食会

2 3 節分

7･8 ＣＡＰ子どものﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

14･15 ３・４・５歳児魚の課業

16 ５歳児　小学校見学

20 ５歳児　クッキー作り ０歳児健診

22･23 ５歳児主催お茶会(在園児と職員を招待） 新入園児健診

24 ４歳児　ｸﾞﾙｰﾌﾟ別保護者懇談会＋親子お茶会

25 ５歳児　お別れ観劇会（プーク人形劇場）

各クラス懇談会

3 2 ひなまつり会（５歳児の得意な事･大人の劇・会食） ０歳児健診

3 美化デー(お父さんとペンキぬり･その他環境整備）

8 ５歳児　牛舎見学

9 よりみち懇談会１７：００～１８：３０

22 お別れ会　お別れ会食

23 卒園式 .

＊避難訓練　月１回実施  　＊お誕生会　子どもの誕生日に

別表1.
　　　　　　年　間　行　事　報　告(平成23年度)　二葉くすのき保育園
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平成２３年度 二葉むさしが丘学園 事業報告 

１．基本方針及び概況 

平成 22 年 4 月の民間委譲後、二葉むさしが丘学園としての再スタートを切った。体制を

工夫し、若手職員と、中堅職員・ベテラン職員が補いあってチームワークを発揮している。

様々な模索が続けられているが、新しい施設づくりに希望をもち、業務にあたっている。 

施設の目的、基本理念は、学園のパンフレットや事業計画等に明記し、関係者に周知し

ている。また、これらの方針を職員や現場に行き渡らせるために、総括と方針の取組みが

定着しつつある。総括と方針は、各係や委員会、４つの寮と１つのグループホームからの

ボトムアップで、実践方針をまとめ、中間と年度末で方針の達成状況を検証・評価する。

このプロセスで、寮・係・委員会レベル、学園レベルの議論や情報の共有があり、目的や

理念や方針についての実質的なすり合わせが行われている。 

意志決定については、部署で話し合った内容をもとに、運営会議で議題整理及び提案の

調整をし、全職員の出席する職員会議で決定している。子ども会議において、議題は、職

員からの提案にとどまらず、子どもからの提案も促している。 

児童の入所は、平成２３年度１９名の欠員からスタートをした。大きな空きがあったこ

とから、児童相談所との連携強化を図るため、一時保護委託を積極的に受け入れた。年度

末には、定員を超える入所状況となった。 

昨年より、学校関係の係を設置し、学校との連携を計画的に進めている。園全体として

は、年１回の定期的連絡会の開催、学校行事等への参加依頼への対応を行っている。また、

学校対応についても、全体で共有し、対応方針のすりあわせを進めてきたが、昨年にもま

して、青少年対策協議会などとの関わりや学校行事等の役割を担う機会を増やし、学校と

の関係構築を進めている。 

秋の青空まつり、冬のもちつき、外部活動団体と連携した施設を活用したプレイパーク

の実施などが、今年も発展する形で継続している。青空まつりは、参加者が昨年度の１０

０人から２５０人に増加し、大変な盛況となった。 

 

２．児童定員、入所児童、入所理由 

平成 23 年度 児童在籍実数（初日在籍） 
          

 月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 月平均 在籍率 

本園 47 49 50 50 53 53 56 53 58 58 58 61 646 53.8  89.7% 

分園 5 5 5 6 6 6 6 6 6 6 6 6 69 5.8  95.8% 

計 52 54 55 56 59 59 62 59 64 64 64 67 715 59.6  90.3% 

入所について 
               

  幼児 小学生 中学生 高校生等 合計 備考 

平成 23 年度 7 7 6 3 23   
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児童の入所理由 
         

入所理由（主訴） 平成 23 年度 
 

里親不調   0.0% 

家庭環境 3 13.0% 
 

施設不調   0.0% 

養育困難   0.0% 
 

母の家出   0.0% 

母の傷病 2 8.7% 
 

母の就労   0.0% 

父の傷病   0.0% 
 

父の就労   0.0% 

本児の触法・ぐ犯 2 8.7% 
 

親の死亡   0.0% 

本児の発達障害   0.0% 
 

父母離婚   0.0% 

被虐待 16 69.6% 
 

父母拘留   0.0% 

里親不調   0.0% 
 

合計 23 100.0% 

 

３．職員配置（単位：名） 

施設長   １ 

事務員   １＋非常勤１ 

栄養士   １ 

調理員   ４＋非常勤１ 

家庭支援専門相談員      １  個別対応職員         １ 

自立支援指導員        １  心理療法担当職員       １ 

治療指導担当職員       １  看護師            １ 

保育士・児童指導員     ２９  医師          非常勤２ 

        職員数合計 ４６名 （内非常勤 ４名） 

 

４．運営について 

（１） 運営 

職員の意欲を引き出して行くために、職員内の信頼関係を重要視した運営に取り組んだ。

職員間の信頼関係を構築するため、話し合いの文化を根付かせることを重視し、子どもに

とっての最善の利益を具体的に話し合い、実践し、実践したことを振り返る取組みを続け

ている。第三者評価の職員調査の意見でも、「不満を言うのでなく、どうすれば良いのかい

っしょに考えてほしい」「一緒に学んでほしい」など、前向きな改善意見が出されている。 

民間委譲に伴い、昨年度から、部署ごとに全職員が関わって、総括と方針に取組み、課

題と方向性を明らかにしている。年度末の総括で課題を洗い出し、方針をたてて取組み、

その結果について年度中間と、年度末に２回の評価・検証を行ってきた。総括と方針は、

職員会議にはかり承認している。この仕組みによって事業所の課題や方向性が職員一人ひ

とりに理解されている。 

昨年の委譲から１年の期間を通して、職員体制についても見直しを行い、子どもに対す

る適切な関わりを維持するために、職員会議で段階的に対応を協議し必要な措置をとった。 
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（２）記録 

２度の記録についての事故を受けて、記録の管理についてチェックした。各寮の記録の

管理の仕方について、公務室の配置や鍵のかかる書庫などがあるかどうかについてチェッ

クした。公務室の PC について、約１分の無操作でスリープ状態になるように設定し、復旧

にはパスワードを求められるようにした。 

記録の書き方について統一を図った。 

 

５．児童養護について（寮総括等から抜粋） 

寮会議や、日々の引継ぎ等で、それぞれが自分の意見や思いを伝え、一貫性を持った対

応が出来るようにしてきた。日々の気づきや、悩みも相談し合い、一人で抱え込まないよ

うにしている。職員によって、子どもが態度を変えるような事もあったが、職員の対応の

統一によって減ってきている。 

 

（１） 生活支援 

① 約束事やルールを守るために…安心・安全な生活環境を維持するためにも、ルールや約

束事が必要であることを伝え争うことなく生活するための決まり事という意識を持つ

ように支援にあたった。そのために、ルールや約束事は、子ども会議の中で見直し、改

正の必要が認められる場合、柔軟に対応した。誰かに決められたルールではなく、自分

たちで決めたルールなので、不都合があった時は全員で検討し、必要であれば改めて子

ども会議で検討し直す事ができ、「自分たちが生活するための決まり事」という意識が

芽生えた。 

 

② 物を大切にするために…忘れ物の無いように登校前、下校前の声かけを徹底することで、

未然に忘れ物を防ぐことが出来た。職員が声を掛ける前に、「ちゃんと持ったよ」と声

を掛ける子も増え、児童が「忘れ物を無くそう」という意識を持つことが出来た。紛失

物については、無くなってもすぐに新しい物は出さず、見つかるまで探すことを伝えた。

無くしたとしても「探してみる」と自分から言えるようになった。 

 

③ 衣生活…季節・天候・気温に応じた衣類を用意し、着用できるようにしてきたが、低年

齢児は、自分で着たいものを、季節を問わず出して着てしまうため、職員と一緒に衣替

えを行い、季節に合ったものを選ぶような支援を行った。 

 

④ 性教育…性教育に関しては、性教育委員会と連携を取り、正しい性知識を伝えて来た。

様々な経路で知った知識や言葉をおもしろおかしく口にした場合等は、「どこで知った

のか」「どういう意味で言っているのか」等を聞き、正しい知識と共に、口に出して言
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う事が恥ずかしい事も伝えて来た。また、自分を大切に思えるようになる事で、他人も

大切に出来ることを伝えている。また、年齢に応じて女児には下着の付け方や選び方、

生理について手当の仕方、片付け方を個別に教えてきた。居室や浴室のドアを閉めるよ

うに声を掛け、浴室は扉に張り紙を貼ることで徹底してきた。 

１／２成人式を、昨年度から、０歳という節目を祝い、子どもたちの誕生から今まで

の成長の整理を目的に行っている。今年度も『大切なたった１人の自分』に重点を置き

ながら、助産師を招いて、1 月 11 日に実施した。 

 

（２）学習支援 

①学習の習慣を身につけるために… 

宿題や学習の時間について「就寝前までに終わらせること」というルールを決め、いつ

行なうかは個々の自主性に任せることとした。そのことで、自分のペースで行なうことが

でき、いやいや学習する児童の姿が減った。「宿題はやらないといけないこと」という意識

が定着化しており、やらずに済ます児童も減った。宿題をやっている子を気遣って終わる

までテレビを消して待ち勉強を見てあげる児童もおり、その児童のために、と早く終わら

せようとする児童の気持ちも生まれてきている。 

夏・冬休みの課題は小学生全員が期日までに終え、新学期に遅れず提出する事ができて

いる。しかし、中高生の中には休みの最終日に貫徹して完成する児童もいた。職員が課題

を把握し声掛けや、「一緒にやろう」と誘っても一向にやらない子どもについては宿題以前

に日々の学習の取り組み方を検討する必要がある。 

 

②学習週間 

夏休みと冬休みに学習週間を設けた。主に宿題を終わらせるのが目的で午前中を使って

小学生から中学生まで宿題を終わらせたい子どもが利用した。本来なら寮の職員と学習が

出来たらよいと思えるが実際は、寮の担当職員が子どもへの宿題対応にゆっくり付き合う

時間の確保は難しかった。そのため個別対応職員と自立支援指導員が学習指導を行った。

利用する子どもの数も多くボランティアの応援があったと評価する。 

 

③漢字検定 

日本漢字能力検定協会から去年度申請した「準会場」が 4 月に認定され学園の子どもは

年 3 回無料で漢字検定を受ける事が出来るようになった。1 回目（7 月 8 日）13 人受験し 7

人合格。2 回目（11 月 11 日）19 人受験し 15 人合格。3 回目（2 月 10 日）22 人受験した。

不登校で学校のテストを受けない子が他の子どもたちが受験し合格しているのを知り、興

味を持ち「自分は何級なら合格するかな？」と聞いてきて練習問題を解くようになり、「案

外自分は出来るんだ」と自信になり 3 回目の受験に挑戦した。漢字検定を学園内で受ける

事で興味や自信のなかった子どもたちも合格して賞状をもらう姿を見て刺激を受けた。 
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（３）余暇支援 

① ドッジボール大会…小学生児童 13 名参加。5 月 7 日より水・土・日を中心に練習をス

タート。スポーツ係では練習コーチと江戸っ子杯スタッフ、試合の引率を担当。またドッ

ジボール通信を発行した。江戸っ子杯争奪ドッジボール大会では、選手たちは健闘したも

のの、予選敗退に終わった。大会終了後、打ち上げ会を行った。 

 

② サッカー大会…3 寮 S（中 3・男）を中心に参加の意思を示し、メンバーを集めたため、

江戸っ子杯争奪サッカー大会中学生の部への出場を申し込む（小学生の部は人数が集まら

なかったため辞退）。監督・スタッフはスポーツ係で担当した。練習は自主的に任せる形を

とった。11 月 26 日の本番では、ほとんど練習していないものの、見事準優勝することが出

来た。 

 

③ ９小 FC…地域クラブに 2 名が参加していたが、1 名は途中で人間関係のトラブルから

退部をした。継続中の 1 名に対しては遅刻や休むことがあり、クレームを受けることもあ

って、練習や試合を職員がなるべく観戦に行き、忘年会などに参加して、技術や意欲に繋

がるように助言をしながら継続できるように支援してきた。 

 

（４）行事 

 昨年の反省を活かしながら行事を行い、その都度振り返りをして総括を出し、来年度に

繋がるようにした。また、季節行事（七夕、こいのぼり、ひなまつり）の準備などは行事

委員中心で行った。 

実施内容 

5 月   共働学舎 

7～8 月 夏行事 

9 月   青空祭り 

12 月  もちつき大会 

2 月   小学校高学年スキー旅行 

3 月   卒園・卒業を祝う会 

 

① 児童会 

青空祭りでは栄養士の協力を得て 150 袋分のクッキーを準備する。当日は完売すること

ができ、子どもたちも楽しかったという意見が出たのはよかった。ヨーヨー釣りはボラン

ティアと高齢児が手伝ってくれとてもスムーズに運営できた。来年も継続して取り組んで

いきたいと思う。クッキーに関しては、青空祭りで配られたチケットに含まなかったため

学園の子どもたちが食べるには当日にチケットを購入しなければならず、その点について
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は来年度の課題にしていきたい。 

クリスマス会は子ども達の提案で昼食は実行委員のメンバーが作ることになった。当日、

職員の人手が足らないと思われたが、子ども達が一生懸命働いたこともあって、スムーズ

に準備することが出来た。 

 

（５）食育 

① 通信の発行…本年度から始めた取り組みで、献立表に関する情報や、その時の食材や

季節行事に関する情報をのせて、クイズなどをいれながら発行した。嫌いな食材、好きな

食材などに対して少しでも興味が出てくれれば、正しい知識を身に付けてくれればと思い、

月に４回の発行を実施してきた。 

②自主調理…土・日曜日の朝食作りの機会を通して、子どもたちの調理技術の習得、興味・

関心を持つように各寮舎にて取り組みを実施した。現状では、職員が朝食作りのほとんど

を担い、卵料理など簡単にできる時に、興味のある子は作るという形になっている。 

③寮での調理…５月より開始している。現状は毎週火と木の週２回。子どもも一緒に手伝

ってくれ、より家庭的な雰囲気での食事作りとなっている。子どもたちに身近で食事を提

供できたことは生活面からも大きな最適な取り組みとなった。実際に目の前で調理してい

く様子を見たり、音を聴いたり、匂いを嗅いだりすると互換を刺激し、食欲をだし、感性

を磨くことに繋がっていくと思われる。一緒にやることにより、調理職員とのコミュニケ

ーションの向上、料理に対する興味も湧いてきている。 

室調理報告書を作成し、調理職員から、室の子どもたち、各寮職員からそれぞれコメン

トを書けるようにしたことで、より子どもたちの反応を見られることにもつながった。室

調理で調理職員がくることを楽しみにしている子どもも増え、嫌いな物、普段は食べない

ものまで、その日は食べるなどという話しも聞いているので、さらに継続した活動にして

いきたい。 

 

（６）自立支援、進路指導 

「受験生に担当を付け、一緒に考えていく」…自分の将来を見据えた選択が出来るよう

に、一人ひとりの受験生に関しては担当の職員が関われるようにした。その中で一人一人

が自分の将来の目標へのステップとして受験を考え、また取り組んでいけるように学校見

学、文化祭などの機会を積極的に活用できるよう支援した。殆ど登校していなかった女子

生徒を含め、「自分でした事の責任は自分しかとることが出来ない」ことを踏まえ自立の意

識付けを行ったことは効果があった。 

 

① 就労体験 

職場体験では、挨拶の大切さや、社会人としてのマナーを学んだ。公共交通機関を利用

しての通勤も経験し、働くことの大変さを身をもって経験させることができた。「大変だっ
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た。でも、また職場体験にいきたい。」という希望も出ており、今後も機会があればできる

限り参加させていきたい。 

 

② ゴールドマン・サックス進学支援プロジェクト 

月 2 回 13 時半～17 時まで半年間中学生の学習支援を行った。第 1 回目は「自分のなりた

い職業」を選びその職業に就くには何が必要か？どんな資格が必要かなど調べ皆の前で発

表するという体験をした。2 回目からは自分のなりたいものに向かって勉強をしましょうと

言う事で「キッズ・ドア」の大学生や社会人と 1 対 1 の学習会が始まった。2 回目以降はほ

とんど参加する子どもたちも定着した。このプロジェクトに参加した子どもはほぼ全員漢

字検定を受け合格している。学習に対して意欲的になったと思える。 

毎回学習支援のあとに 1 時間ほど子ども全員の振り返りをした。個別対応職員と自立支

援指導員が出席し「キッズ・ドア」の人から見た子どもの様子を聞き育成記録に記入し寮

の職員に分かるようにした。 

 

③ 自活棟の利用 

自立支援指導員と自活棟の利用マニュアルを作成しそれに沿って実施した。利用した後

の振り返りを担当職員と一緒にした。利用した子どもからは「テレビが案外寂しさをやわ

らげてくれたと分かった」と言う発言があったり、「お金をもらったけど、無くなるのが不

安で少ししか使えなかった」などの発言もあり寮生活では体験できない貴重なものを学習

できた。 

 

（７）治療的支援 

①心理 

昨年度は、個別心理療法の中でも、子ども中心のプレイセラピー、言語面接を大事にし

た 1 年であった。心理職の業務説明を丁寧に行う中で、心理職が生活場面に入ることによ

って起こるデメリットを伝えてきたこともあり、2 年目の今年度は、生活の中に入っての直

接的な支援やヘルプよりも、関わり方を関わる職員と一緒に考える方式をとり、アセスメ

ントをしてケースを見立てることに重きをおいた 1 年であった。 

また、今年度は個別心理療法だけではなく、セカンドステップ、性教育といったグルー

プによる心理教育、ソーシャルスキルトレーニング、学習支援も実施してきた。個人心理

療法の中で、子どもの内面を丁寧に扱うアプローチも必要であるが、相手の立場になって

物を言えない、暴力暴言が止まらない、性的なタッチをしてしまうなど、図らずも“加害

児”となる可能性のケースについては、適切な知識とスキルを教え込むアプローチ、そし

て児童養護施設で支援出来るかを検討することが重要である。 

 さらに、今年度は施設内における業務に留まらず、医療機関、療育機関、児童相談所、

学校等、関係機関との連携も重視した。 
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②医務 

昨年度は薬の飲み忘れ、誤薬があったので薬チェック表を作成し、毎日チェックするこ

とにした。初めての薬、変更した薬については、薬の写真の表をその都度渡して説明した

が、寮全員に説明できていなかったので、理解できていない職員もいた。寮会議に出て全

体に説明して理解してもらう事も必要である。 

精神科通院は担当職員が行き、児童の情報を提示し相談をしているが、情報を全員が把

握できていない事があった。(児童の情報を寮会議で検討し医師に提示する。診断名、服薬

の作用、服薬変更の内容、学園内での対処方法を聞き、充分理解し、細かく育成に記録を

する。) 

薬チェック表を作成し服薬後にサインをして、毎日看護師がチェックしている。看護師

が不在の場合は、隣の室職員がチェックすることにしているがやっていない事が多かった

ので、チェック表を作成し飲み忘れを防止した。精神薬は 1 週間毎に分包して看護師が各

寮に配布し、公務室の鍵のかかる棚に保管している。各自服薬時間毎に室職員が児童に手

渡しして服薬するところを確認することにしているが、徹底されていない時も見受けられ

た。薬の作用副作用、変更の意味などを職員が十分理解できていない事があるので、寮会

議に看護師が出て確認することが必要である。精神薬を服用児童は現在 10 名である。 

 

（８）保護者支援 

①家庭訪問 

今年度は、家庭訪問を夏休みに実施した。事前に児相の担当ワーカーに確認をして担当

職員と訪問をした。生活環境を実際に見られることは帰省中の様子も想像でき、その後の

親との話し合いがスムーズに出来るようになっている。 

電話等の対応･面会時の対応については保護者との関係づくりとしてとらえ、なるべく会

話が出来るように心がけてきた。家庭復帰した子どもについては親族への電話を月に 1 度

は入れるようにし状況の確認を行った。 

②親子関係の調整 

入所以来、ほとんど家庭との交流ができていなかった子どもの、母親との面会があった

り、定期的な外泊を継続していたりと、児相とも連携しながら親との交流を図ってきた。

許可のない外泊があった児童に関しては児童相談所と話し合いを行ない、定期的な外泊を

行なうこととし、通学用の定期も自宅の近くを経由していたものから通路を変更する等工

夫する中で関係改善を図った。 

引き取り予定だった引き取りが取り消しになることもあった。今後も自立支援計画書に

基づき、家族との交流を図る為、外泊等の調整を行っていく中で、勝手な外泊や外出の無

いよう事前の連絡をしっかりと取って行く。 

 



平成２３年度 事業報告 

社会福祉法人 二葉保育園  

61 

（９）アフターケア 

民間委譲以前からの引き継ぎケース･専門学校に進学したものの連絡が取れなくなるケ

ースがあった。学校と担当していた福祉司と共に本人を探し出し状況の確認を行い、退学

手続きをするなど関係機関との連携を図るなか生活の安定のためのアフターケアを実施し

た。また、昨年度末で退所した児童については メールでの連絡を重ね状況把握に努めてい

る。学園の行事についても連絡したり、何かの機会があると来園してくれたりと、今の所

良好な関係が作れている。 

山口福祉文化大学に入学した卒園生は、夏休みを利用し学園に来園している。年度末に

は訪問を行い、学校側と報告、相談を行い、連絡を密にしてきた。山口県という遠方であ

ることから、日々、電話や手紙での交流を継続している。現在の学園での卒園児の対応ル

ールに基づいて、可能な限り、自立支援指導員、個別担当指導員と話し合いをしながら卒・

退園生の心のより所となれるようなルールを作っていくこととする。 

 

（１０）環境整備 

①子どもが安心して自分の家だと思えるような空間を作っていく取り組みとして、小学生

までの居室の掃除は積極的に職員が促しと介助を行った。中学生以上に関しては子どもか

ら「一緒に部屋の掃除しよう」と頼みにきた際に職員が介助を行った。共有スペースは職

員の掃除を基礎としているが、出来る限り児童にも自分たちの場所であると考えられるよ

うにテーブル拭きやゴミ捨て、カーテンの開け閉めなど子どもがすぐに手伝えるようなこ

とは手伝ってもらうようにした。 

②設備としての危険個所の確認…子ども部屋の耐震不安は現状では取り除けていない。い

らない物は廃棄し、今までより少しでも死角の減った空間にするよう努めた。さらには、

その空間を目的別に使用方法を子どもたちにも伝え危険箇所が少しでも減る様にした。 

 

６．安全対策・事故防止 

（１）防災対策 

昨年度末の 3.11 東日本大震災を受けて、よりいっそうの安全対策が求められる中、当学

園においても地震当日、所在が確認できない数名の児童がいたり、高校生などが帰宅難民

になってしまったり、学校行事に参加していた中学生が帰れず、翌日の帰宅になってしま

ったりといった混乱があった。また、児童のストレスも少なくなく、眠れなくなった等の

影響が出た児童もあった。これらのことや災害時の地域との協力体制など新たな課題が明

らかになった。 

昨年度監査指摘のあった自衛消防訓練計画表の作成および自衛消防訓練の回数不足を改

善した。 

火災時の避難体制の改善を消防署と相談の上、火災時の避難体制を「全員避難」から「当

該出火棟の児童のみ避難」（避難場所は園庭で点呼の後、反対側の棟の中に避難）に変更し
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た。防災用品(非常用飲料水・食品・防災用品)の整理補充をおこなった。 

 

（２）事故対策 

９月には子どもが記録を読んでしまうという事故がおこってしまった。事故以降、ＰＣ

の記録については 1 分間でスリープ状態になり復旧にはパスワードが求められるように設

定した。また、鍵のかかる書庫を置き、公務室の配置を変更した。これらの対応によって、

許可なく公務室の奥まで児童が入ってくる状態は改善された。今後も二度と同様の事故を

起こさないように記録の管理を徹底していく。 

公務室からお金を盗ってしまった児童がおり、お金の管理の方法・施錠方法も改めて定

め、再発防止に取り組んでいる。 

 

７．ボランティア・実習生 

（１）ボランティア 

ボランティアを受け入れることで地域交流や子ども達の経験を多くすることを目的として

活動してきた。学習ボランティアは必要な子どもに対し個別に指導をし、学力向上と対１

の関係が持ててよい経験になっている。また、保育ボランティアでは地域の人が来てくれ

て施設への理解に繋がっている。今後も、よりよい活動を続けて行きたい。 

① ボランティア「青い鳥」…毎週日曜日に「遊びボランティア」として各寮、各室に固定

のメンバ―で子どもたちと遊びを通して交流をしていただいた。 

② 保育対応ボランティア…毎週火曜日の職員会議、寮会議中の遊びを中心とした幼児の対

応をしていただいた。今年度は 2 人から 5 人のチームで保育をしていただいた。 

③ 学習ボランティア…週に１度学習を中心とした支援を行なった。年間を通し、2 寮は 2

人、3 寮は 1 人、4 寮は 1 人、計 4 人は来年度継続。その他短期で 3 名に活動していた

だいた。 

④ ボランティアセンターの連絡協議会… 2 ヶ月に 1 回、自立支援指導員と個別対応職員

が出席した。当協議会はボランティアコーディネーターを養成する事を目指している。

参加することで、地域のニーズと情報収集に努めた。各施設の状況を知ることができ、

興味を持った施設間交流が実現し、小川ホーム、けやきの里へ訪問した。また、学園の

児童のボランティア体験の受け入れ先にもなった。 

⑤ ダンスパフォーマンス…ＮＰＯ法人「芸術家と子どもたち」とのダンスパフォーマンス

が月 1 回 1 年間続いた。対象の子どもたちは、特別支援学級に通っている 5 人のチーム

で始まった。ダンスパフォーマンスをする中で自分の気持ちを表現出来たり楽しい事が

あると思えたり出来たら良いのではないかと話し合いダンスアーティストの方が学園

に来て、体育館を使って 16 時半～18 時まで音の出る食器を使ったり布を使ったりして

子どもと遊んだ。最初は照れていた子どもたちも回を重ねるごとに当然のように前に出

て当然のように拍手をするようになっている。生活の中では体験できない事であり学校
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でもあまり出来ない体験である。 

⑥ 「（株）ＳＡＰジャパン」…夏祭り招待（社内見学・被災地の児童たちとの交流・花火

鑑賞他）、キッザニア東京招待（引率ボランティアあり）、サンタプロジェクト 

 

（２）実習生 

今年度の受け入れ校（人数）は 9 大学（13 名）であった。学校側からの急なキャンセル

が多かったため今年度の人数は昨年度とほぼ同数（昨年度は 12 名）であった。人数的には

余裕があった。実習の流れ、対応方法等は寮や個人によって差が出てしまった。次年度は

流れや実習で出来る事等を整理し寮や個人での差が出ないようにして行く。実習上必要な

資料は実習生ファイルにまとめたので分かりやすくなった。 

 

８．人材育成・メンタルヘルス 

（１） 研修 

研修参加予定表を作成し、職員全員がもれなく外部研修に参加できる様にした。研修参

加予定表には、参加職員名を記名し、「参加申込」、「お金の振り込み」、「報告書の提出がわ

かるようにした。学園に送付された研修会の案内は、複写をとり、各寮、職域ごとに配布、

職員全員が閲覧できるようにした。 

（２）メンタルへルス 

前年度に起きた２件の職員に関わるトラブルを受けて、職員の採用とルール違反があっ

たときの懲戒にいたるプロセスについて再考することを目的としてアンケートを実施した。

また、チーム内の職員同士の共通理解やチームワークの向上のため、普段感じていること

を整理し表面化するためにもこのアンケートは有効であった。アンケートの実施により出

てきた結果を分析して今後の職員採用の在り方やルール違反に対する対応を再考し、新た

な仕組みの整備に取り組んだ。 

1～1．5 ヶ月で問題が顕在化→職員集団への影響が出る→ チーム同士の温度差が出て来

る→トラブル→言うこととやることが違うことは当該のチーム以外は分からない→法令遵

守・ルールを守るために（チェックをするシステム作り）→3 ヶ月の試用期間を設け、その

期間でチェックする。チェックリストは、今回のアンケートを参考に考えることとした。 

 

９．地域支援・地域連携 

青少対活動、PTA 活動などの対外関係の窓口になるよう１つの係とした。今年は新たに二

小青少対、九小地区委員会との交流が始まり、また三中候補者推薦委員会の活動に参加し

た。昨年と引き続き九小青少対の活動に参加し、その結果、青空まつりの手伝いとして九

小青少対の役員が急遽手伝いに来てくれたこともあった。新たな活動を始めることにより、

また新しい交流の輪が生まれ、昨年に引き続いての活動はより一層委員会役員達との交流

を深めることが出来た。 
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児童会の高齢者施設訪問…児童会で 100 袋分のクッキーを作り、ビデオレターを作成し、

特別養護老人ホーム小川ホームへ訪問する。 

「小平親と子のよい映画をみる会」…「ライアンツーリーのうた」・「ぞう列車がやってき

た」に招待される。 

「子ども∞幸せ円卓会議」…プレイパークを園庭で実施。地域の子どもが多数参加。 

 

１０．広報活動 

園だよりの 9 月発行予定が、11 月にずれ込んでしまう。委員会全員による編集ではなく、

専門スタッフ 3 人が委員会を開催しなくても、編集できる方法に変更した。 

ホームページ担当職員を決め、HP のデザイン、発信する内容について検討をした。法人

のホームページ委員会に参加、HP の内容と学園で編集可能な事を確認した。年度内のアッ

プに向けて準備中である。 

 

１１．第三者評価 

（１）特に良いと思われる点 

ａ 運営委譲後僅かな期間で、新しい理念の実現や施設の建て替えなどスピーディーに実

現させている 

ｂ 地域に開かれ、地域と交流する児童養護施設の実践が根づきはじめ、施設の新たな存

在意義を示唆している 

ｃ 現場の取組を職員全員で総括し方針を立てる取組は、話し合いの文化を醸成し、職員

集団の信頼関係を育てている 

（２）さらなる改善が求められる点 

ａ 子どもの精神医療に詳しい小児科医および専門職を活用し治療的ケア施設として未来

に繋がる更なる充実を期待したい 

ｂ ライフステージの変化にあわせて柔軟に働きつづけられる職場環境のあり方も今後の

検討課題である 

ｃ 卒園後の自立支援を重視し、公的制度の不備を補完する取組みを行っている 

 

１２．苦情解決 

子どもに対しては、昨年度、みんなのポストの説明を園内で作成した紙芝居を用いて行

った。しかし、苦情の対応を行う中で、他児の名前を書く、ふざけた名前を書く、「うざい。」

「死ね。」といった単なる暴言を書く、他児の目の大きさ、太っている等、変えることがで

きないことを書くといった、苦情の書き方についての説明を再度行う必要を感じた。 

そのため、7 月に小学校低学年、中学生を対象にして、紙芝居を用いて苦情受付委員会、

苦情が扱われる流れについての説明を行った。また、「人の名前を語らない。」「ふざけた名

前を書かない。」「内容はどんなことを書いてもいい。」「嘘を書かない。」「目の大きさ、太
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っている等、その人が変えることができないことを書くことは苦情とは違う。」「死ね、う

ざいという人を傷つけるような言葉は苦情として扱わない。困ったことを具体的に書いて

欲しい。」ということを伝え、子どもに再度苦情の意味について理解を促した。 

 

（１）第三者委員会について 

 今年度は、5 月 26 日、11 月 1 日、2 月 22 日に第三者委員、苦情受付責任者、苦情受付委

員が集まり、第三者委員会を行った。第三者委員には学園に来園し、各室で夕食を取って

もらい、希望に応じて子どもから苦情の聞き取りを行った。特に、字が書けない幼児、知

的な遅れがある子ども等、みんなのポストを利用できない子どもを中心に聞き取りを行っ

てもらうため、対象児童のいる富士室、三峰室、阿蘇室で食事を行うことになった。 ま

た、第三者委員には、苦情申出書を全て確認してもらい、苦情への対応方法について等、

助言、指摘を受けた。特に、対応が難しい苦情についての客観的な立場から話を受けるこ

とができた。 

（２）第三者委員との連携について 

M 委員には、１月２８日（土）に子どもからの希望を受け、弁護士の立場から、親権につ

いての説明を学園にきてもらい行ってもらった。 

 K 委員は、小平市民生委員児童委員協議会の主任児童委員として学校に関わる機会が多く、

その中で、学校側が持つ施設現状とは異なるイメージに対してその都度説明を行って頂い

ている。具体的に、学校側は「施設の子どもは、急に帰ってしまうと昼食を用意すること

が難しいので、給食を食べさせてから帰らせたほうがいい」というイメージを持っていた

ことがあり、施設としては早退した児童に対する対応も行っていることを伝えてもらった。 

 N 委員には、在園時に苦情として出され、解決されたが、退園後、父親から再度苦情とし

て出された件について関わってもらい、解決に至った。 

 

１３．中長期計画（三カ年計画） 

園舎は、築３７年となっており、各所に修繕の必要な状況があり、その維持管理費用が、

支出増につながっている。様々な調整の結果、改築の実行が早まったが、職員が中心とな

って施設見学を行い、現場の意見を集約し、改築計画を進めている。現場の意見を吸い上

げる中から、多様な職員が連携して動きやすいこと、子ども達の姿が職員から見えること

が合意され、設計への反映を進めている。自らの職場を具体的に形にできる貴重な経験を

とおし、職員の一体感が高まっている。 

こうした中、現在、東京都との本格的な改築計画の協議が進められている。年度末の東

京都の協議で、「法人が借金をしないで建築できるように努力をして欲しい。自己資金・積

立金を増やさないと通らないかもしれない。建物の費用は出来るだけ圧縮する、寄付を集

める等の努力をして欲しい。」との話があり、急遽、数千万円の寄付を年内に集めなければ

ならなくなった。 
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１４．二葉むさしが丘学園 園舎建て替えに向けた取り組みの概要 

（１）施設見学 

5 月 18 日 エリザベスサンダースホーム 

6 月 15 日 福音寮 

7 月 11 日 至誠大地の家 

  前年度 見学４施設、９施設の図面を基にイメージ作りをする 

 

（２）育成支援課との話し合い 

  7 月 15 日  改築のタイムスケジュールについては検討して報告する。制度改正につい

ては、都としては定員を減らす事は現在考えていないと返答があった。改

築費用については、「都が認める部分（適正な実費）」は 8 分の 7 補助、地

域交流の機能は現在よりも低下させない。 

9 月 6 日  育成課が学園の見学と改築に向けての回答を持って来園。当初予定してい

た工期よりも 1 年前倒しになり、平成 27 年 3 月で解体が終了。 

  3 月 12 日 改築に関して育成課と話し合い。予算、図面の確認など。 

       自己資金を増やすように意見が出される 

 

（３）設計事務所の決定について 

10 月 12 日 プロポーザル要綱、参加会社について法人改築検討委員会で承認 

11 月 16 日 法人本部にてプロポーザル 

  11 月 29 日 施設としての意見をまとめ、職員会議で決定 

 

（４）設計事務所との打ち合わせ 

  12 月 6 日・12 月 27 日・1 月 24 日・2 月 9 日 ・3 月 9 日 

 

（５）会議 

 未来日記プロジェクト  １７回   小グループ会議 ３課題 ２３回 
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